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Technical Notes 

The JICA Study Team (hereinafter referred to as “the Team”) conducted a field survey and held a series of 
discussions with SCTP SA. In the course of the discussions, both sides have confirmed the main technical 
items as follows. 

1. Container Terminal Layout

1-1 既存施設の撤去

 既存の舗装、消火栓、レールは Terminal Fence に囲まれた部分について全て撤去とする。

ただし岸壁上のレールと連結しているレールは現在も使用されており、レールの大きな

破損も見受けられないため残置する。

 排水溝は舗装面の U 字側溝は撤去する。地中の配水管は詳細の図面がないが、一部確認

されたものでは舗装に影響のない深さにあり、他の埋設配水管も同様と考えられるため

残置とする。

 Terminal Fence は撤去する。

1-2 ターミナルの改修

 改修範囲は既存の Terminal Fence に囲まれたコンテナターミナルの範囲を基本とする。

ただし Nkala Nkala 出口に通じる範囲の舗装も改修が必要と判断されるため同出口付近

の範囲を含める。なお Side Road はトラック通行に支障があるほどの劣化ではないと考

えられるため改修の対象に含めない。

 将来の鉄道レールは現状と同じ配置と想定し、ターミナル内に 2 本のレールを引き Nkala
Nkala ふ頭の川側、陸側に分岐させる。ただし詳細設計において具体的な鉄道配置を確認
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して配置の微調整を行うこととする。

 舗装はコンクリート舗装を基本とし、日本での港湾施設設計基準に準拠して設計を行う。

ただし現地で得た設計条件等は反映する。なお鉄道のレール敷設予定範囲は撤去の容易

なアスファルト舗装としておく。

 排水溝は山側急斜面部を考慮した設計とする。

 消火栓は山側に SCTP SA による設置計画のある高架水槽から（水が）ターミナル内に供

給される前提とする。

 照明塔はポール自体の破損等はなく使用できる状態である。また灯具昇降設備の導入は

ポールの設計変更が必要ととなるが詳細構造が不明なため詳細な設計が検討が困難であ

る。事業費との兼ね合いも含めて新規設置または残置するかを準備調査で引き続き検討

する。

1-3 コンテナ配置案

 ターミナルに引き込まれる 2 本の鉄道と RTG、リーチスタッカ 2 基を組み合わせた利用

を想定した以下の配置を提案した。

 コンテナ仮置場はリーチスタッカによるコンテナハンドリングエリアとコンテナトレー

ラーの通行のための仮設道路を構築する仮設道路は簡易舗装とする。

2. Terminal Operation System (TOS)

2-1 TOS に要求される仕様を検討するために、現行のターミナルオペレーションに関するヒア

リングと現場調査を行った。TOS は基本的に、現行手順での業務を支援するシステムとす

るが、コンテナ個々の蔵置場所管理、本船揚げ積み荷役計画立案、コンテナ蔵置計画立案等

ターミナルの効率改善につながる機能については、現行手順にはないが新たに盛り込むこ

ととする。また、今回の調査で、SCTP SA はコンテナの揚げ積みや搬出搬入を記録するシ

ステムを既に運用していることが分かった。この既存システムの一部は新規導入を予定し
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ている TOS と機能が重複することから、今後これら二つのシステムが協調して運用できる

ように TOS の仕様検討を進める。特に Single Window System (SEGUCE)との連携について

は、TOS も連携情報を利用する必要があるため、現在利用しているシステムとの調整が必

要になる。 

2-2 TOS のサーバーは既存の管理棟内のサーバー室に配置する。また、プリンターや PC 等の端

末はサーバー室や Countercheck office を含む管理棟内、TCM 建屋内, ゲートハウス、Nkala 
Nkala の入口/出口側の Contre-pointage (Countercheck office) にそれぞれ設置する。サーバー

とこれら端末間は、現在 SCTP SA が敷設した既設の構内ネットワークを利用する。サーバ

ーに必要な電源については、SCTP が用意するものとするが、停電時の非常用電源装置（UPS: 
Uninterrupted Power Supply）は TOS 側が用意する。 

 

 

2-3 SCTP にとって Matadi 港における Security の確保は大変重要であることから、Security 
system の一部として、監視カメラ（CCTV カメラシステム）を TOS に含めてほしいと要望

があった。調査団も Matadi 港における Security System の重要性は理解するものの、TOS と

Security System はそれぞれ目的も違う全く別のシステムであること、Security System はもと

もと今回のプロジェクトに含まれていないことから、CCTV カメラは TOS には含めないこ

ととする。但し、ターミナル内におけるオペレーションモニタリングのための監視カメラ

の重要性に鑑み、SCTP SA が同機材の調達を検討することが望ましい。 

 

 

Matadi, 27th July, 2021     

  

For JICA Study Team 

 

 

 

                                        

For SCTP SA 

 

 

 

                                        

KUMORI Tsuneharu Gaston BATANTU BIAMBONGA 

(Container Terminal Layout)  技術部長 
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荷役状況調査の実施 

1. 貨物取扱量・品目 

SCTPターミナルにおけるコンテナの取り扱いについては、表5-6-1のとおり2016年のMGT開業

により低下したものの、2018年・2019年と増加傾向にあった。2020年の取り扱いはCOVID-19影

響とポワントノワール港での滞留が原因で減少(対前年比-20%)に転じたが、2021年は2019年の取

扱量には届かないものの回復基調にあった。 

表 5-6-1  SCTPターミナルのコンテナ取扱量 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

在来貨物とバルク貨物のほとんどが SCTP で扱われている。前年と比較し 2020 年は多くの貨

物の取り扱いが増加している。2019 年以前のデータを入手したところ、情報収集・確認調査と差

異があったため、表 5-6-2 と表 5-6-3 に反映している。 

在来貨物における輸入の多くは生活に密接する食料品が占めている。各貨物にある程度特定の

顧客がおり、適宜トレーラーの手配をおこない倉庫から搬出し、キンシャサ方面に輸送している。

輸出の大部分は木材で占められており、主に首都キンシャサの北東に位置する赤道州で伐採され

たものがトレーラーに積載され運び込まれている。主な輸出先は中国とのことである。 

バルク貨物における輸入の 8割以上を小麦が占めていて、輸出はふすまのみとなっている。 

表 5-6-2  在来貨物取扱量 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

Container TEU
Im/Ex Type 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
Import Dry 77,601 59,461 27,213 27,288 29,892 23,766 25,612

Reefers 10,361 8,172 2,279 1,779 2,694 2,444 2,246
87,962 67,633 29,492 29,067 32,586 26,210 27,858

Export Full 7,772 8,501 7,707 8,380 6,905 7,315 7,078
Empty 73,412 61,279 21,886 20,614 25,247 20,353 23,960

81,184 69,780 29,593 28,994 32,152 27,668 31,038
169,146 137,413 59,085 58,061 64,738 53,878 58,896

Import Total

Export Total
Total

General cargo Ton
Im/Ex Type 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
Import Rice 103,690 90,326 91,622 78,521 106,696 114,498 75,782

Sugar 72,221 60,536 11,578 10,451 27,797 57,355 110,877
Salt 47,197 52,943 46,395 37,548 22,871 48,765 56,472
Wheat flour 26,830 13,583 8,875 9,483 7,706 8,965 6,701
Fresh food in bulk 75,933 104,383 92,146 64,043 47,567 38,224 52,229
Cement 279,249 68,914 26,505 0 0 0 0
Bulk coal-Gypsum 31,131 80,253 110,387 115,049 163,718 153,535 179,512
Others 93,809 60,149 15,258 18,664 20,884 32,095 17,773

Import Total 730,060 531,087 402,766 333,759 397,239 453,437 499,346
Export Bulk logs 112,707 113,946 81,967 92,430 67,975 86,447 105,031

Others 47,805 43,063 28,341 37,219 26,633 27,995 41,362
Export Total 160,512 157,009 110,308 129,649 94,608 114,442 146,393

890,572 688,096 513,074 463,408 491,847 567,879 645,739Total
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表 5-6-3  バルク貨物取扱量 

 
出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

 

コンゴ民の主要港であるボマ港・バナナ港の貨物取扱量を表 5-6-4 と表 5-6-5 に示す。ボマ港

は CMA CGM が月に一度配船していることから、マタディ港ほどではないがコンテナの輸出入

がある (TEU ベースでの情報はなし)。Universal Africa Lines が月に数度、バナナ港に配船してい

る。石油・ガス産業専用の貨物をヨーロッパと米国から西アフリカに輸送することを専門とする

と記載がホームページにある。コンゴ民は石油の産出国でありバナナ港近辺には石油関連会社が

あることから、荷揚げされる貨物の多くがそれらに係る貨物であると考察する。 

表 5-6-4  ボマ港における貨物取扱量 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

 

  

Bulk cargo Ton
Im/Ex Type 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021
Import Wheat-Maize-Soja in bulk 485,083 432,310 419,557 388,982 409,711 530,901 549,987

Palm oil in bulk 4,800 5,001 5,700 0 5,355 0 0
Malt in bulk 0 0 0 510 2,556 3,077 6,140

Import Total 489,883 437,311 425,257 389,492 417,622 533,978 556,127
Export Wheat bran in bulk 74,668 66,989 74,111 57,407 68,764 86,227 82,126

Palm oil in bulk 0 0 0 0 0 0 0
Export Total 74,668 66,989 74,111 57,407 68,764 86,227 82,126
Total 564,551 504,300 499,368 446,899 486,386 620,205 638,253

Boma Ton
Im/Ex Type 2015 2016 2017 2018 2019 2020
Import Full containers 71,327 46,057 55,000 21,541 18,494 12,687

Empty containers 56 7 10 158 66
Fresh foods 34,595 39,111 35,000 51,169 25,499 54,467
Veicles 26,804 20,689 23,000 15,655 12,637 14,011
Pipes 550
Chemical products 4
Cement 3,055
Rice 3,917 6,938 8,000
Salt 1,711 1,437
Irons and sheets 3
Sugar 1,958
Various 30,480 935 4,000 343 12,556 87

Import Total 168,890 120,187 125,010 88,866 69,806 81,255
Export Empty containers 11,336 9,213 9,000 6,455 2,875 3,835

Scrap iron 1,444 3,636 3,000 2,393 2,225 2,478
Rubber 2,020 1,525 2,000 1,653 798 1,697
Cacao 344 266 350 549 281 534
Waxed woods 548 21 276 183 62
Coffee 18 22
Various 820 1,609 1,324 1,442 832

Export Total 16,512 16,270 14,350 12,668 7,804 9,460
185,402 136,457 139,360 101,534 77,610 90,715Total
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表 5-6-5  バナナ港における貨物取扱量 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

 

2. 船舶寄港数 

表 5-6-6はコンテナ貨物を扱うFuka-Fuka埠頭における 2021年 4月から 6月までの入港実績で

ある。CATALINA・VIOLA・GINA・GOTERBORG の 4 船はCMA CGM がオペレーターであり、

マタディ港に入港する本船の大宗を占める。それ以外の船会社が運航する本船の入港も多少ある

が、空コンテナの輸出が主となり、あまり取扱量は多くない。 

表 5-6-7 は一般貨物、表 5-6-8 はバルク貨物に係る船舶の入港実績を示す。どちらも多くはア

フリカ大陸諸国が前港となっている。石炭と塩は南アフリカから輸送されているが、その他貨物

は各国から輸送されている。 

 

  

Banana Ton
Im/Ex Type 2015 2016 2017 2018 2019 2020
Import Full containers 4,123 1,659 4,981 6,954 7,184 4,033

Empty containers 4 4 4
Pipes 4,514 18 98 3,264 2,873 1,477
Cement 960 981 900 902 900 450
Drilling equipments 260 400 717 809 496
Chemical products 304 662 379 210 24
Vehicles 25 11 71 184 2
Construction materials 63
Butane gas 1,815
Various 378 65 574 687 1,630 299

Import Total 10,568 2,797 7,615 12,978 13,790 8,600
Export Full containers 110 188 132 362 55

Empty containers 541 197 673 949 1,082 765
Drilling equipments 37 48 3 2,029 377 60
Rolling stock 28 15
Chemical products 1,077 16
Various 219 97 34 50 228 65

Export Total 2,012 530 725 3,176 2,049 945
12,580 3,327 8,340 16,154 15,839 9,545Total
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表 5-6-6  SCTPコンテナターミナルにおける船舶の入港状況 

 
表 5-6-7  一般貨物における船舶の入港状況 

 
表 5-6-8  バルク貨物における船舶の入港状況 

 
出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

 

Time at Port Im Cont. Ex Cont.(Full) Ex Cont.(Empty) Total Cont.
(hr) (Number) (Number) (Number) (Number)

2021.6 CATALINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/29 13:45 2021/7/4 11:29 117.733 202 204 406
VIOLA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/28 15:19 2021/6/30 12:03 44.733 105 78 183
GINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/28 14:26 2021/7/2 10:40 92.233 214 93 307
GOTEBORG POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/24 14:54 2021/6/26 12:54 46.000 213 213
ONEGO BURAN POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/23 13:00 2021/6/25 7:58 42.967 109 109
GINA GENTIL POINTE NOIRE ANCH 2021/6/21 15:31 2021/6/24 11:02 67.517 91 200 291
VIOLA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/21 15:00 2021/6/23 10:18 43.300 209 213 422
CATALINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/21 13:32 2021/6/25 12:17 94.750 218 86 112 416
KOTA BUANA BOMA AZURITE 2021/6/21 12:26 2021/6/25 12:51 96.417 43 39 82
GOTEBORG POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/18 15:20 2021/6/20 10:54 43.567 249 249
CATALINA BOMA POINTE NOIRE ANCH 2021/6/11 13:40 2021/6/13 11:42 46.033 189 39 3 231
GOTEBORG POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/10 16:09 2021/6/12 11:10 43.017 248 248
GINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/7 14:44 2021/6/9 10:58 44.233 230 229 459
GOTEBORG POINTE NOIRE POINTE NOIRE 2021/6/4 15:46 2021/6/6 10:09 42.383 258 258
CATALINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/6/2 14:59 2021/6/4 12:04 45.083 205 20 249 474

2021.5 GOTEBORG POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/28 15:51 2021/5/30 9:08 41.283 247 247
CATALINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/27 16:05 2021/5/29 13:17 45.200 200 26 234 460
GINA GENTIL OWENDO ANCH 2021/5/26 14:50 2021/5/28 11:12 44.367 103 103
VIOLA POINTE NOIRE KRIBI DEEPWATER PORT 2021/5/19 15:45 2021/5/23 12:29 92.733 214 19 371 604
CATALINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/20 16:16 2021/5/23 11:09 66.883 207 64 54 325
ONEGO BURAN POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/20 13:50 2021/5/21 13:25 23.583 74 74
MCP PAPHOS POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/19 8:48 2021/5/20 13:30 28.700 109 109
CATALINA BOMA POINTE NOIRE ANCH 2021/5/10 12:59 2021/5/14 11:03 94.067 206 93 234 533
KOTA BUANA BOMA ANTWERP ANCH 2021/5/7 16:03 2021/5/13 9:01 136.967 37 49 86
GINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/6 15:59 2021/5/9 11:29 67.500 206 340 546
VIOLA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/5 16:39 2021/5/8 12:54 68.250 200 24 306 530
GOTEBORG POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/5/2 13:08 2021/5/4 10:26 45.300 136 136

2021.4 MABROOKA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/4/26 14:50 2021/4/29 8:54 66.067 235 428 663
MARIA DA PAZ WALVIS BAY LUANDA 2021/4/21 16:24 2021/4/27 9:39 137.250 9 9Mixed cargo
VIOLA BOMA POINTE NOIRE ANCH 2021/4/20 12:49 2021/4/23 10:39 69.833 122 101 169 392
MABROOKA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/4/8 17:56 2021/4/12 10:04 88.133 254 470 724
GINA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/4/3 14:25 2021/4/7 10:53 92.467 216 74 245 535
VIOLA POINTE NOIRE POINTE NOIRE ANCH 2021/4/2 15:29 2021/4/6 10:06 90.617 211 478 689

Date Vessel Name Destination Port
ATA

(UTC)
ATD

(UTC)
Voyage Origin Port Remark

Time At Port ton
(hr) (ton)

2021.6 POLES RICHARDS BAY RECIFE 2021/6/26 16:16 2021/7/1 13:08 116.867 19,800 Coal
NORD DUBAI COTONOU POINTE NOIRE 2021/6/24 10:15 2021/7/4 10:17 240.033 14,671 Rice
RAEDA CONAKRY SAN LORENZO 2021/6/11 12:10 2021/6/15 11:44 95.567 4,969 Sugar
MARIA DA PAZ WALVIS BAY LUANDA 2021/6/8 10:43 2021/6/13 9:37 118.900 3,964 Salt

2021.5 LIVADI TEMA LA PLATA 2021/5/26 11:00 2021/6/11 11:59 384.983 17,765 Sugar
BBC PLATA CAPE TOWN COTONOU ANCH 2021/5/22 14:58 2021/5/30 13:36 190.633 7,964 Rice
SEALUCK II RICHARDS BAY CONAKRY ANCH 2021/5/23 17:33 2021/5/30 9:54 160.350 4,340 Coal
SUN AQUAMARINE VILA DO CONDE LUANDA 2021/5/11 10:31 2021/5/25 13:56 339.417 10,895 Sugar
UNISCOUT WALVIS BAY MATADI ANCH 2021/5/8 16:10 2021/5/12 11:40 91.500 6,998 Salt

2021.4 NOTOS VENTURE RICHARDS BAY LUANDA ANCH 2021/4/30 11:38 2021/5/6 11:41 144.050 21,940 Coal
NEW LEGEND PEARL LAGOS SOYO ANCH 2021/4/21 17:39 2021/5/8 12:34 402.917 9,698 Logs Export
MARIA DA PAZ WALVIS BAY LUANDA 2021/4/21 16:24 2021/4/27 9:39 137.250 3,952 Salt Mixed cargo
UNISKY WALVIS BAY TEMA ANCH 2021/4/19 16:13 2021/4/27 10:23 186.167 6,778 Salt
ORIENT TIDE NOUAKCHOTT CONAKRY 2021/4/13 15:04 2021/4/23 10:33 235.483 11,438 Sugar
BULK HONDURAS COTONOU MATADI ANCH 2021/3/24 10:25 2021/4/10 12:41 410.267 6,218 Rice
BOSPHORUS KING RICHARDS BAY BAHIA BLANCA ANCH 2021/4/3 16:20 2021/4/10 10:26 162.100 16,250 Coal
DS SOFIE BULKER SINGAPORE ANCH MATADI ANCH 2021/3/20 16:37 2021/4/7 10:25 425.800 16,748 Rice

Cargo RemarkATDDate Vessel Name Voyage Origin Port Destination Port ATA

Time At Port Import Export Total
(hr) (ton) (ton) (ton)

2021.6 NORDIC BUSAN POINTE NOIRE SOYO ANCH 2021/6/20 15:27 2021/6/24 12:02 92.583 9,933 9,933 Wheat
AFRICAN MAGNOLIA TEMA POINTE NOIRE ANCH 2021/6/1 15:16 2021/6/15 10:10 330.900 17,454 6,610 24,064 Wheat
GAZIBEY LAGOS MATADI 2021/6/12 12:15 2021/7/1 12:02 455.783 10,019 10,019 Wheat bran

2021.5 ORANGE SEA SOYO ANCH WALVIS BAY ANCH 2021/5/15 16:28 2021/5/27 11:15 282.783 4,905 4,905 Fresh food
MABROOKA POINTE NOIRE LAS PALMAS ANCH 2021/5/14 17:43 2021/5/21 13:53 164.167 6,780 6,780 Wheat bran
PAPUA LAGOS RECALADA 2021/5/16 8:08 2021/5/20 10:53 98.750 10,900 10,900 Wheat

2021.4 GREEN COOLER WALVIS BAY ANCH ITAJAI 2021/4/25 16:40 2021/5/5 10:46 234.100 4,288 4,288 Fresh food
UNION GROOVE HAMBURG RECALADA 2021/4/16 14:16 2021/5/1 9:39 355.383 20,637 20,637 Wheat
AFRICAN JACARANDA SOYO ANCH POINTE NOIRE 2021/4/15 14:35 2021/4/19 11:35 93.000 4,241 4,241 Wheat

ATA ATD CargoDate Vessel Name Voyage Origin Port Destination Port
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次港・前港の割合を表 5-6-9 に示す。4－6 月でコンテナ船は 33 隻入港した。前港がコンゴ共

和国・ポワントノワール港である割合は 76%を占める。次港の割合も 85％がポワントノワール

港であることから、ポワントノワール港を起点としてフィーダー船でマタディ港に輸送している

ことが明確である。 

表 5-6-9  SCTPコンテナターミナルに着岸した本船の次港・前港の割合 

 
出典：SCTP 海港局提供データより JICA 調査団作成 

コンテナターミナルは 3 バースあるが、それらの占有率を表したものが表 5-6-10 である。4-6

月の期間全て 10%以下と低い値であった。マタディ港では入出港の時間が限られているため、夜

間に荷役が終わった場合、翌朝まで着岸している必要がある。よって、荷役後すぐに出港できる

港よりも占有率は大きい値になっている。 

表 5-6-10  SCTPコンテナターミナルにおけるバース占有率 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

3. 荷役状況 

1) 荷役施設の概要 

マタディ港 SCTP ターミナルの施設概要は図 5-6-1 のとおりとなっており、それぞれの埠頭の

概要を表 5-6-11 に示す。東側のMatadi 埠頭から西側のNkala-Nkala 埠頭に存在する各バースに番

号が振られている。東側に一般貨物を扱う Matadi 埠頭があり、それぞれのバースに対応する倉

庫がある。バース 1 と 2 は現在岸壁の改良中であり、情報収集・確認から進展はない。中央には

コンテナターミナルである Fuka-Fuka 埠頭がある。川側に主に空コンテナが主である輸出コンテ

ナ、反対側に輸入コンテナが蔵置されている。西側に一般貨物とバルク貨物を扱う Nkala-Nkala

POINTE NOIRE (R.Congo) 25 (76%) 28 (85%)
GENTIL (Gabon) 2 (6%)
BOMA (DRC) 5 (15%)
WALVIS BAY (S.Africa) 1 (3%)
AZURITE (R.Congo) 1 (3%)
OWENDO (Gabon) 1 (3%)
KRIBI (Cameroon) 1 (3%)
ANTWERP (Belgium) 1 (3%)
LUANDA (Angola) 1 (3%)
Total 33 33

Origin Port Destination Port

Date Total Time At Port (hr) Berth Occupancy (%)
2021.6 792 8.80
2021.5 755 8.12
2021.4 544 6.05
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埠頭があり、それぞれ倉庫がある。Fuka-Fuka と Nkala-Nkala 埠頭はどちらも一般貨物を扱うが、

倉庫の空き具合で、どちらの埠頭で水切りするかを決定している。 

Matadi 埠頭の東にはVenise 埠頭があるが、岸壁前面近傍に沈船が存在し危険であるとCVM に

勧告され使用できない状態である。Nkala-Nkala 西側にはMidema 社専用のバースがあり、穀物を

輸入している。 

 
図 5-6-1  マタディ港 SCTPターミナルの施設配置 

 
表 5-6-11  マタディ港 SCTPターミナル概要 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

 

 

Wharf Pier No. Length Depth

Matadi Pier 1 120 m <7 m
Pier 2 150 m 7 m
Pier 3 155 m 8 m
Pier 4 161 m 8 m

Fuka-Fuka Pier 5 156 m 8 m
Pier 6 176 m 8 m
Pier 7 192 m 8 m

Nkala-Nkala Pier 8 144 m >8 m
Pier 9 167 m >8 m
Pier 10 149 m >8 m

Venise 120 m -
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2) 荷役フローとトレーラーの動線 

① コンテナ荷役のフロー 

コンテナの輸入では本船のクレーンで、水切りを行う。通常、接岸する本船は 2 クレーンを有

するものであり、同時にどちらも使用している。本船クレーンは SCTP の手配で運転される。コ

ンテナは本船クレーンで一度、岸壁に仮置したあと、スタッカーで場内トレーラーに積み込み、

荷降ろしをする予定のヤードへ横持ちを行う。場内トレーラー使用せず、直接スタッカーでヤー

ドに輸送することも多々ある。 

コンテナの輸出において、川側に輸出用の空コンテナが多いため、トレーラーを使用せずスタ

ッカーでそのまま運ぶことが多い。スタッカーで岸壁に仮置したあと、空コンテナであれば中身

の確認及び清掃をして、本船クレーンで船内に積込む。トレーラーを使用する際は岸壁まで運ん

だあと、スタッカーで降ろす。空コンテナのハンドリングはフォークリフトでもおこなわれる。

輸出の多くは空コンテナが対象となっているため、フォークリフトでの横持ちも多くおこなわれ

ていた。 

本船荷役は基本的に全量揚げ・降ろしであり、輸入→輸出の順でおこなわれる。SCTP は荷役

プランを船会社より紙ベースで受領している。コンテナの座標管理は SCTP がおこなっているの

ではなく、船会社(または委託されている会社)が常にヤード内を確認している。本船荷役では間

違ったコンテナの積み卸しが無いよう、都度、本船側が指示することもある。 

② コンテナターミナルにおけるトレーラーの動線 

輸入コンテナの引取りにおけるターミナル内のトレーラーの動線を図 5-6-2 と表 5-6-12 に示

す。 

 
図 5-6-2  輸入におけるトレーラーの動線 

1

2

4

5

3

6
7
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表 5-6-12  輸入におけるトレーラーの動線・手順 

1.ゲート 

 

入場許可書を SCTP・警察に見せ、ターミナル

内に入る 

*写真は現在建設中のもの 

2.コンテナヤード 

 

リーチスタッカーでトレーラーにコンテナを

載せる 

3.側道 

 

ターミナル陸側に位置する、側道を抜ける 

4.重量計 

 

コンテナを積んだトレーラーの重量を測定す

る 

5.スキャナー 

 

X 線検査を通過する 

6.警察 

 

書類の確認をおこなう 

7.最終検査 

 

SCTP・警察による書類の確認を経て退場する 

 

輸出コンテナの引き渡しの場合は入場後、重量計(4)・スキャナー(5)を先に通過してから、ヤー

ドで引き渡しをおこなう。 
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3) 荷役効率 

時間あたりのコンテナ荷役量を測定した結果を表 5-6-13 に示す。最少 3 コンテナ/時間、最多

16 コンテナ/時間と大きな開きがあるが、おおよそ 6-9 コンテナ/時間程度の荷役効率であった。

SCTP に就航している船会社のヒヤリングによると、SCTP での荷役効率は 7-8 コンテナ/時間程

度と述べており、おおよそ一致している。調査期間中に測定した全ての時間で、クレーンの待ち

時間が発生していた。その理由の一つとして考えられるのはリーチスタッカーの不足である。表

5-6-14 に SCTP が所有する機材を示しているが、ターミナル内で稼働しているリーチスタッカー

は 3 台のみである。搬出入のために来場しているトレーラーへの積込み・卸し作業が常にあるた

め、荷役に対応させる機体は減ってしまう。さらに 2 船同時に着岸していた場合、リーチスタッ

カーが足りなくなるのは明白である。 

もう一つの理由として船会社は舗装の悪さを指摘していた。舗装の悪さが荷役機材故障の原因

につながり、荷役効率低下につながることが多い。実際に荷役量を測定していた際、リーチスタ

ッカーが故障し、コンテナが岸壁に滞留していたのを何度か目にした。また、舗装の悪さにより、

トレーラーやリーチスタッカー等の機材がすれ違えず、どちらかが引き返す等、ターミナル内の

円滑な輸送に支障が出ていた。舗装の改良により安定的に荷役やターミナル内の輸送ができるよ

うになると考える。 

表 5-6-13  時間あたりのコンテナ荷役調査の結果 

 
出典：JICA調査団作成 

 

No. 日付 船名 荷揚/荷積 荷姿 荷役回数 状況

1 2021/7/19 VIOLA 荷積 船倉内
船首側クレーン:2回/hr
船尾側クレーン:4回/hr

コンテナヤードから岸壁への輸送が間に合わず、待ちが発生

2 2021/7/20 GOTEBORG 荷揚 ハッチ上 船尾側クレーン:3回/hr
本船都合により、1クレーンのみ稼働
岸壁からコンテナヤードへの輸送が間に合わず、岸壁にコンテナが滞留
し、待ちが発生

3 2021/7/21 GOTEBORG 荷揚 ハッチ上 船尾側クレーン:4回/hr
本船都合により、1クレーンのみ稼働
岸壁からコンテナヤードへの輸送が間に合わず、岸壁にコンテナが滞留
し、待ちが発生

4 2021/7/26 VIOLA 荷揚 ハッチ上
船首側クレーン:5回/hr
船尾側クレーン:3回/hr

2回ほどコンテナの滞留で、各10分程度のクレーン停止時間があった
2台のトレーラーを利用しコンテナヤードへ輸送していたが、リーチスタッ
カーによる積込み作業が間に合わず、待ちが発生

5 2021/7/27 VIOLA 荷積 船倉内
船首側クレーン:5回/hr
船尾側クレーン:11回/hr

船尾側は大きな待ち時間が発生することなかった
船尾側は20ftの積込みがメインであり、良い荷役効率の要因となった

6 2021/7/28 (AM) VIOLA 荷積 ハッチ上
船首側クレーン:2回/hr
船尾側クレーン:5回/hr

ヤードから岸壁への輸送が間に合わず、常にクレーンの待ちが発生してい
た

7 2021/7/28 (PM) VIOLA 荷積 ハッチ上
船首側クレーン:4回/hr
船尾側クレーン:5回/hr

ヤードから岸壁への輸送が間に合わず、常にクレーンの待ちが発生してい
た

8 2021/7/29 VIOLA 荷積 ハッチ上
船首側クレーン:7回/hr
船尾側クレーン:8回/hr

4-5分/コンテナの間隔で順調に荷役が進んでいたが、残り約20分を経過し
てからクレーンの待ちが発生した

9 2021/7/30 (AM) CATALINA 荷積 船倉内
船首側クレーン:6回/hr
船尾側クレーン:6回/hr

両クレーンで10分程度のクレーン待ちがそれぞれ2回発生。
両クレーンが6回ずつ動いた後、リーチスタッカーが故障

10 2021/7/30 (PM) CATALINA 荷積 船倉内
船首側クレーン:3回/hr
船尾側クレーン:3回/hr

常時、クレーンの待ちが発生

11 2021/7/31 (AM) CATALINA 荷積 ハッチ上
船首側クレーン:4回/hr
船尾側クレーン:3回/hr

常時、クレーンの待ちが発生

12 2021/7/31 (PM) CATALINA 荷積 ハッチ上
船首側クレーン:3回/hr
船尾側クレーン:4回/hr

常時、クレーンの待ちが発生
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4) 荷役機材 

情報収集・確認で調べられているように、ターミナル内の多くの荷役機材が故障している。先

方より受領した機材リストの更新版は表 5-6-14 である。各機材の点検や整備は計画的におこなわ

れていて、それらの記録は残されているが圧倒的に資材が足りていない。特にタイヤが不足して

おり、敷地内にタイヤがない状態の荷役機材が置かれているのを多く目にする。SCTP の内情と

して、機材・部品の購入は 2,000USD 以下であれば DPM の決済で購入可能であるが、それ以上

であると SCTP 本部の稟議が必要であり、それらの手続きに非常に時間がかかる。おおよそ依頼

して 2 年はかかるため、SCTP 本部に何度もクレームを入れているとのことであった。 

RTG が故障していることからリーチスタッカーが荷役・場内輸送の要であるが、現状は 3 台

のみが稼働している。前述の通り、リーチスタッカーの数が少なく、荷役効率の低下につながっ

ている。数台はタイヤを装着すれば動くらしく、仮に 3 台の中の 1 台が故障したら、タイヤを入

れ替えて使用している。近い将来、SCTP として岸壁にクレーンを導入し効率的に荷役をおこな

えるようになりたいとのことであった。 

5) 荷役組織体系 

本船荷役やターミナル内でのハンドリングに関わっているのは大きく 2 つの組織であり、技術

部とオペレーション部である。技術部は、本船クレーンや重機の運転、機材の修理等を担ってい

る。一方、オペレーション部は荷役計画や接岸の準備や荷役における玉掛け、検数を担当してい

る。荷役作業の一部は別会社に委託している。部長直下にインスペクション課があり、荷役後の

効率の評価・分析をおこない、部長に報告する義務がある。 

どちらの部も荷役やターミナル作業を担当しているが、図 5-6-3 のとおり 56-60 歳が最も多く

若い世代が少ない。方針として若い人を雇わないためとのことである。事務所内の COVID-19 感

染を防ぐために職員の出勤を調整していることから、要員不足の発生に繋がり、場内にカメラを

設置することで省人化したいとのことであった。 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

図 5-6-3  SCTPマタディ港事務所職員の人員構成 
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6) 鉄道の利用状況 

① コンテナ輸送 

Fuka-Fuka 埠頭の岸壁にはキンシャサ方面からのレールが通っているため、鉄道で運ばれてき

た貨物を直接本船に積込むことが可能である。(図 5-6-4 ①)同様に本船から直接貨車に積込みキ

ンシャサ方面に輸送することもある。レールは Nkala-Nkala 埠頭まで続いているが状態悪く鉄道

での乗り入れが難しいため、Fuka-Fuka 埠頭の岸壁まで貨車を引き入れ、そこで一般貨物の積み

卸しをおこなうこともある。 

また埠頭の南東側にレールがあり、そこでリーチスタッカーを利用し、鉄道へ積み卸しをおこ

なっている。(図 5-6-4 ②) 

 

  
左:①岸壁での貨車                    右:②埠頭南東側での貨車 

図 5-6-4  FUKA-FUKA埠頭における鉄道との接続状況 

1

2
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② 港湾アクセスの現状（鉄道・道路の分担） 

現在のコンテナの鉄道分担率は、表 5-6-15 のとおり、2020 年 TEU ベースで輸入 9.7%、輸出

5.9%、トンベースで輸入 8.0%、輸出 10.6%となっている。輸出のトンベースが多いのは、輸出の

場合、空コンテナが多く、この重量がカウントされているからと考えられる。近年、輸出入とも

鉄道分担率が上昇していることがわかる。 

表 5-6-15  輸入・輸出コンテナの鉄道分担率（上表：輸入、下表：輸出） 

 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

7) 貨物一覧 

マタディ港SCTPターミナルの各埠頭で荷役される貨物は 

表5-6-16となる。輸入貨物と比較して輸出されている貨物の種類は多くない。一般貨物とバ

ルク貨物は倉庫の空き具合を見て、適切な埠頭を選択している。吊り上げ能力不足により、主

に本船クレーンを荷役に使用している。パームオイルは岸壁に設置されている、パイプを通じ

て荷役する。2019年に輸入したのが最後となり、それ以降は輸入していない。設備としては今

も使用可能とのこと。 

石炭はVenise埠頭で荷役されていたが沈船の影響で現在はFuka-Fuka埠頭で荷役をおこない、ト

ラックで横持ちをしている。 

 

 

2018 2019 2020
Im/Ex Unit Road Rail Total Road Rail Total Road Rail Total
Import Box 17,326 792 18,118 17,311 750 18,061 14,681 1,487 16,168

TEU 25,411 1,117 26,528 25,697 1,061 26,758 21,804 2,351 24,155
Ton 355,811 16,714 372,525 378,960 15,827 394,787 334,636 28,905 363,541

Rail ratio Box 4.4% 4.2% 9.2%
TEU 4.2% 4.0% 9.7%
Ton 4.5% 4.0% 8.0%

2018 2019 2020
Im/Ex Unit Road Rail Total Road Rail Total Road Rail Total
Export Box 19,601 672 20,273 19,700 924 20,624 16,957 1,123 18,080

TEU 28,447 1,020 29,467 30,302 1,403 31,705 26,564 1,671 28,235
Ton 106,726 8,927 115,653 99,512 10,033 109,545 77,924 9,277 87,201

Rail ratio Box 3.3% 4.5% 6.2%
TEU 3.5% 4.4% 5.9%
Ton 7.7% 9.2% 10.6%
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表 5-6-16  SCTPターミナルでの取扱貨物 

 

出典：SCTP海港局提供データより JICA調査団作成 

 

4. 通関状況 

情報収集・確認では D/O を SCTP に持ち込んだ後に通関手続きに進むようになっているとの

ことであったが、本調査で訪れた数ヶ月前に変化があり、パラレルに進められるようになったよ

うである。しかし実際は通関手続きの一部にX 線検査が組み込まれ、全てのコンテナに対して実

施しているため、多くのトレーラーがターミナル内で待っている状況である。 

税関は通関時に、コンテナを荷主や貨物の種類によって色分け(レッド【要確認】-オレンジ-イ

エロー【要注意】-緑【問題なし】)し、緑の貨物は書類だけで通関、イエロー以上の貨物はコン

テナを開けて中身を確認することがある。 

 

 

Table of cargo

Cargo Import / Export Type of cargo Wharf Crane (Deck / Shore)
Maize flour Import Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Wheat flour Import Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore

Rice Import Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Sugar Import Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Salt Import Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Malt Import Bulk cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck

Fresh food Import Others Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Gypsum Import Bulk cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Cement Import Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Charcoal Import Bulk cargo Fuka-Fuka Deck
Bitumen Import Container Fuka-Fuka Deck

Iron Import Others Nkala-Nkala/Matadi Deck
Scrap iron Import Others Nkala-Nkala/Matadi Deck / Shore

Chemicals products Import Container Fuka-Fuka Deck
Fertilizer Import Bag cargo Nkala-Nkala/Matadi Deck / Shore

Salted fish Import Others Nkala-Nkala/Matadi Deck / Shore
Wheat Import Bulk cargo Nkala-Nkala (Fuka-Fuka) Deck / Shore

Soy bean Import Bulk cargo Nkala-Nkala (Fuka-Fuka) Deck
Palm oil Import Liquid Fuka-Fuka Pipe
Vehicles Import / Export Others Nkala-Nkala/Matadi /Fuka-Fuka Deck

Logs Export Others Nkala-Nkala / Matadi Deck
Cocoa Export Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
Rubber Export Bag cargo Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore

Wheat bran Export Bulk cargo Fuka-Fuka / Nkala-Nkala Deck
Waxed wood Export Container Nkala-Nkala / Matadi Deck / Shore
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AUTORITY 

This site investigation was authorized by: JICA 

TEST DATA 

All test data required by the appropriate standard is included on the test reports. These test 

reports are retained for at least 6 years in the Civil Engineering Laboratory and are completely 

traceable and available, if required by the client. 

Most of the test results given in this Ground Investigation report have been summarized and 

only information relevant to the client is given. 

DISCLAIMER  

i. There may be special conditions at the sites that have not been revealed by the boreholes 
and which have not been taken into account in this report. All observations were made at 
the time site work was carried out and it is stressed that some conditions vary according to 
seasonal and other effects, such as the groundwater levels. 

ii. Laboratory  test  results  give  soil  properties  of  individual  specimens  tested  under  the 
conditions required by the relevant standard and may not be directly suitable for use as 
design parameters as the samples may be unrepresentative both or either of the ground 
and/or of the intended design use. It is advised that any design values, related to the ground, 
required but not selected or discussed in this report are discussed with the author. 

iii. This report is invalid if altered in any way.
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1. Topographical Conditions Survey    

2.1 Introduction  
The aim of the Topographical works carried out at the port of the SCPT in Matadi in the province of 

central Congo. Is to draw up an updated topographic plan for the development of the roadway at the 

Port of Matadi. 

The aim of this work was to develop an updated topographic plan to allow the survey team to have 

the necessary information on the topography of the site under study. 

2.2 Location of the survey area 
The port of SCPT Matadi is located on the left bank of the Congo River, about 140 km from its mouth, 

downstream from the last rapids of the river. This port is frequented by seagoing ships which go up 

the navigable reach. The distance separating the port of Matadi from the city of Kinshasa, the 

country's capital, is approximately 352km. All topographical operations took place in the TCM zone of 

the FUKA‐FUKA quay and the temporary zone. The FUKA‐FUKA quay is a deep water quay 

approximately 524 meters long. It has three berths N ° 5, 6 and 7. It was built from 1936 to 1940 and 

rehabilitated from 1984 to 1988. The temporary area is located behind the MATADI quay (berthing 1 

to 4) part North and South he was limited to the fence of the railroad company. West, it is limited by 

the Fuka‐Fuka quay entrances on the AMI‐Congo side. To the east, it ends at the second post of 

public lighting. 

2.3 Planned and actual period of work 
The works were scheduled for the month of July 2021. The topographic works started on 05‐07‐2021. 

They lasted 12 days. 

2.4 Monday, July 5th, 2021 

 The preliminaries 

Monday, July 5th, 2021 was subdivided into 3 stages. The 1st stage began with making contact and 

studying various plans and maps with the entire LYALE‐Consulting team, VSI Africa and the Japanese 

side at the Vivi Palace hotel in Matadi. 

After knowing what should be done, we moved on to the 2nd stage which consisted of making a 

descent on the ground. We had a 45‐minute meeting with the members of the SCTP. They made an 

SCTP expert available to each team for better support in the field. After the meeting, the SCTP drove 

us to different departments of the company to finalize some documents allowing us easy access to 

the port. 
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Task 
N° 

Job description 

1  making contact and studying various plans and maps and making a descent on the site 

Photos  

     

     

     

Finally, we ended the day with the reconnaissance of the land. We were all on the ground deciding 

what should be done first the next day. There were several field view obstacles for the survey team, 

including: 

‐ the lack of a reference mark at the port level;  

‐ congestion of containers and other equipment; 

‐ the permanent movement of machinery on the site. 

Together with the Japanese delegation, we had chosen three zones in which the work of the polls 

could be done according to the plan made available to us. 

We had decided to determine a benchmark on the 2nd day. It is a point that will serve as a 

coordinate reference point for all the work that will be carried out at the port. 
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2.5 Tuesday, July 6th, 2021 

 Attachment and reference frame  

Tuesday, July 6th, 2021 was a day devoted to the materialization of the reference mark at the port 

and to make the connection from the geodesic terminal located a few meters from the Bridge 

Maréchal. 

Coordinate of the Geodetic Bollard 0004A  

X = 326755.456 

Y = 9355420.989 

Z = 66.393 

Task 
N° 

Job description  

1 
materialization of benchmark at the port and to make the connection from the geodesic 
terminal located a few meters from the Bridge Maréchal 

Photos  

     

     

     

Due  to  the detection of satellite maximums, the Differential GPS base was not able  to be  in direct 

contact with  the port due  to environmental obstacles  (too many hills). The  topographic  team had 

decided  to  launch  an  intermediate point  in  front of  the port where  the GPS base was  parked  to 

facilitate the connection with the rover. 
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Coordinates of the intermediate point 

X = 327492.407 

Y = 9356933.456 

Z = 135.627 

After the attachment, the topographical team went on to materialize the reference mark on the FUKA‐

FUKA quay. This operation was carried out with Differential GPS. The benchmark should be a fixed 

benchmark that should last a long time. The topographic team called on the SCTP to equip it with an 

electric drill to properly drive the reinforcing bar and make the marker sit. To secure the mark, the 

SCTP had to proceed with the installation of a metal plate of 5x5 cm welded all around the mark. 

Coordinate of the reference frame determined with Differential GPS 

X = 328861.145 

Y = 9356159.089 

Z = 11.099 

After having materialized the reference mark, the topographic team had started to survey in the 

open areas of the AMI‐Congo entrance with the differential GPS. There were 311 surveyed points.  

2.6 Wednesday, July 7th, 2021 

 Topographic survey 

Wednesday, July 7th, 2021 was a day entirely devoted to surveying the details on the FUKA‐FUKA quay. 

Considering the congestion of the site by machines and containers, together with the Japanese part, 

we decided to do the survey with the total station. 

Number of stations established: 7 stations 

Number of points raised: 624 points raised  

 Encountered difficulties: from 1:15 p.m. to 2:30 p.m., there was a work stoppage following heavy 

traffic on the main track.  

 Solution found: we had to wait for the movement to calm down in order to continue the survey. 

 Report: we noted  that between berth 6 and 7  there were several degraded areas  (Subsidence, 

pothole and degradation of the rail). The topographic survey could only be carried out on the visible 

places. The degraded areas and other details that were found under the containers were not lifted. 

 

Task 
N° 

Job description  

1  Topographic survey with the total station on the containers park 

Photos  
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NB: all the operations were done in conviviality with Mr. Kumori who represented the Japanese part 

and Mr. DODE BATALA and Pascal BASAKISA who represented the SCTP part in the field.  

2.7 Thursday, July 8th, 2021 

 Continuation of topographic survey. 

Thursday, July 8th, 2021 the team continued with the topographic survey. Topographic work began 

at 8:00 a.m. and ended at 4:00 p.m. 

Number of stations established: 7 stations 

Number of points raised: 949 points raised  

Task 
N° 

Job description  

1  Continuation of topographic survey   with the total station on the containers park 

Photos        

     

Difficulties encountered: intense traffic in automobile carriages. No physical and voice communication 

between the operator and his helper. 

Solution found: for communication, the survey team were obliged to use Motorola walkie‐talkies. The 

communication frequency was also recorded by the security service of the SCTP. Physical contact was 

hardly useful any more since the communication took place over the airwaves. 

Report: other useful details not raised were under the containers.  
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2.8 Friday, July 9th, 2021 

 Topographic survey continued 

Friday, July 9th, 2021 the topographic team to continue with the topographic survey still in the area of 

the Fuka‐ Fuka quay. Mr. Kumori who represented the Japanese side had come to warn us of what 

awaited us in the temporally area. For Mr. Komori, there was a heavy layer of dust in the temporally 

area from which he urged the survey team to push in the rejection rod during the survey. 

Number of stations established: 10 stations  

Number of points raised: 750 points raised  

Task 
N° 

Job description  

1 
Continuation of topographic survey   with the total station on the containers park and study 
of the progress of work 

Photos  
     

     

Difficulty encountered: The intense traffic of vehicles was still in the news. The progress of work was 

done in a slow manner. 

Solution found: Coordinator Marwa was in contact with some officials of the SCTP to find a solution.  

Report: every day the location of containers in the park changed position following the movement of 

traffic. Other details appeared on  the surface whenever there was movement of containers. Other 

stations materialized by the topographic team disappeared or were found under the containers. 

During  the  day,  our  coordinator Marwa  and  Kumori  the  representative  of  the  Japanese  side  had 

identified a probable area for the No. 2 survey work. They let the survey team know so that the survey 

could be done in this location. Previously, the place was hidden under the containers. The topo team 

had to stop the continuation of the work temporarily to respond to their requests. 

2.9 Saturday, July 10th,2021 

 Topographic survey continued 

Saturday, July 10th,2021 the topographic team continued with the survey in the TCM park.  
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Number of stations established: 8 stations 

Number of points raised: 543 points raised  

Difficulty  encountered:  The difficulties of  the day were  almost  the  same.  The problems of heavy 

machinery and heavy vehicle traffic were still relevant.  In the refrigerated park area near the Kala‐

Nkala entrance, several heavy vehicles have parked. There was no possibility of surveying. 

Task 
N° 

Job description  

1 
Continuity of topographic survey with the total station on the containers park and visits the 
limits of the temporal area 

Photos  

     

     

     

Solution  found:  the  coordinator  Marwa  was  in  contact  with  Mr.  Danny  MALANDA,  the  heavy 

machinery manager of the park. Mr. Danny had ordered the security service (Mr. MASISA) to notify 

the drivers of heavy vehicles to evacuate the area. 

Together with Mr. Kumori and the Coordinator Marwa, we updated the calendar of our activities and 

stay in Matadi. It has been decided that the topographic survey in both areas can end on Tuesday, July 

13th, 2021. From Wednesday, July 14th, 2021 to Saturday, July 17th, 2021 is devoted to the development 

of the topographic plan and to make the observations of certain points of detail reappeared in the park 

with  the Garmin GPS. On Sandy,  July 11th, 2021 Mr. Kumori should  travel  to Kinshasa  to return on 

Friday,  July 16th, 2021. On Sandy,  July 18th, 2021  the controller ELYALE Consulting should return  to 

Kinshasa. 
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The same day, we left together with Mr. Kumori to visit the temporally area in order to understand the 

new  limits that they found with the members of the SCTP and also noted the obstacles. There was 

grass along the wall considered to be the limit of the temporally area. So we made recommendations 

so that this area could be cleared before the topographic team descended on the site. Coordinator 

Marwa forwarded our recommendations to the SCTP, which gave her a favorable response. 

2.10 Monday, July 12th, 2021 

 Topographic survey continued 

On Monday, July 12th, 2021 the topographic survey followed its normal course. The whole part of the 

Kala‐Nkala entrance was up. 

Task 
N° 

Job description  

1 
Continuation of topographic survey   with the total station on the containers park  
 

Photos  

     

     

     

Difficulty encountered: there was not much difficulty in this part. It is an outdoor area of the TCM park. 

The traffic was less which allowed a rapid progression of the survey. 

Report: excavation N ° 3 does not exist. It was dug by mistake according to the explanations of the 

coordinator Marwa after her interview with the Geotechnical team. But the dug hole was used by the 

geotechnical team as a mud tank during the drilling work. During the drilling work, the geotechnical 

team encountered an underground pipe almost two meters deep. 
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2.11 The Tuesday, July 13th, 2021 

 Topographic survey continued 

The Tuesday, July 13th, 2021 was a day reserved for the survey of details in the temporally area zone. 
The temporally area zone is a log storage area. The topographic survey was carried out with 
Differential GPS. There were no obstacles that could interrupt the connection of the satellites. Before 
the start of the work, the SCTP had placed a sanitation brigade for weeding and clearing the fence 
which constitutes part of the major obstacles in the area. 

Task 
N° 

Job description 

1 Continuity of Topographic survey with differential GPS in the temporary area  

Photos  

   

   

   

 

   
Encountered difficulties: around 10 am, the temporally area began to receive heavy vehicles for 
unloading logs. The traffic in these vehicles was becoming more and more intense. It was no longer 
possible to progress with the survey. 
Solutions found: We reported to our coordinator Marwa, who in turn contacted Mr. MIDUA of SCTP 
to find a solution. After some time, the SCTP sent a team of the port security police led by Mr. 
LOKESE to regulate the unloading of logs. 
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Number of stations established: 1 station 
Number of points raised: 208 points surveyed with total station and 576 points surveyed with 
Differential GPS  

2.12 Wednesday, July 14th, 2021 

 Preliminary analysis of data collected in the field with the total station and Differential 
GPS. 

On Wednesday, July 14th, 2021 we carried out a preliminary analysis of data collected in the field with 

the topographic team. To this, we have grouped together a total of 39 stations materialized with the 

total station in the TCM park and its surroundings. There were 3,649 points surveyed with the total 

station and 887 points surveyed with the differential GPS. We had decided to survey all 39 stations and 

some important points visible on the ground that were not surveyed during the passage of the total 

station due to obstacles. 

2.13 Thursday, July 15th, 2021 

 Topographic observation of TCM Fuka‐Fuka park with Garmin GPS 

Thursday, July 15th, 2021 was the days reserved for observations of the TCM container park area with 

Garmin GPS. Based on the coordinates taken with the total station, we looked for the materialized 

stations so that they could again be taken with the Garmin GPS. We also carried out surveys of other 

points cleared of the containers. 

Encountered difficulties: most stations were swallowed up by containers and others were erased by 

traffic. 

Solutions found: We were obliged to take samples only at visible stations.  

Task 
N° 

Job description  

1 
The observations made by the garmin GPS in the container park 

 
 

Photos  
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PS: the coordinates taken by Garmin GPS are not projected on the DWG map. The Garmin GPS has 

metric precision  (around 3‐meter tolerance). To avoid confusion, we have presented  it  in the Excel 

table. There were 180 points surveyed with Garmin GPS. 

2.14 Thursday, July 16th, 2021 

 Topographic observation of TCM Fuka‐Fuka park with Garmin GPS 

Thursday, July 16th, 2021 we carried out the same operation which consisted in observing the park with 

the Garmin GPS. Based on the coordinates taken with the total station, we looked for the materialized 

stations so that they could again be taken with the Garmin GPS. We also carried out surveys of other 

points cleared of the containers. 

Encountered difficulties: most stations were swallowed up by containers and others were erased by 

traffic. 

Solutions found: We were obliged to take samples only at visible stations.  

Task 
N° 

Job description 

1 
The observations made by the garmin GPS in the container park 
 

Photos  
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Task 
N° 

Job description 

   

NB: the coordinates taken by Garmin GPS are not projected on the DWG map. The Garmin GPS has 

metric precision  (around 3‐meter tolerance). To avoid confusion, we have presented  it  in the Excel 

table. There were 180 points surveyed with Garmin GPS. 

2.15 Saturday, July 17th, 2021 

 Final meeting with the Japanese side before our departure to Kinshasa  

On Saturday, July 17th, 2021, the Japanese side had organized a meeting  in order to have a general 

overview of the topographical work carried out on the ground during all this time. During the meeting, 

the geotechnical expert had raised a very important point about borehole N°3.  

During the drilling work, they encountered a pipe almost 2 meters deep. So, the Japanese side had 

asked that we can make a descent on the place to analyze the origin of the conduct and its nature. This 

operation had taken us most of the day.  

At the end of the day, we all agreed on the end of this mission at the port of the SCTP in Matadi. 

Task 
N° 

Job description 

1  Final meeting with the Japanese side before our travel to Kinshasa 

Photos  
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2.16 Scope of work planned and actually carried out 
The  first area  called TCM park on  the  FUKA‐FUKA quay had a  starting area of 5.1 ha on  the plan 

presented by the Japanese team. The 2nd zone called the temporaly area had an area of 1.30 ha on 

the map  presented  by  the  Japanese  team.  The  topographic  survey  had  first  started  in  the  TCM 

container  park  at  the  Fuka‐Fuka  quay.  The  Japanese  side  had  added  some  details  that were  not 

foreseen in the departure plan. We can cite: 

‐ The roadway which is located behind the fence of the container park at the Fuka‐Fuka quay; 

‐ Between  the  edge  of  the  quay  on  the  NKala‐Nkala  entrance  side  and  the  fence  of  the 

administrative buildings of the TCM; 

‐ Part of detail on the 2nd door on the AMI‐CONGO side  

‐ A strip that begins the river and the start of the construction of the wharf going south. 

In  the  temporaly area,  there was a change of  location. Following  the discussions which  took place 

between the Japanese team and the SCTP, the topographic survey was carried out on another zone 

than that envisaged by the plan. We have located the area higher. Everyone agreed on the 2nd zone 

chosen. 

After topographic work, the following areas were cleared:  

‐ For the TCM container park area, we had cleared an area of 7.65 ha 

‐ For the temporaly area, we had cleared an area of 1.9 ha. 

2.17 Topographic materials used 
‐ Differential GPS (Trimble R8 GNSS / R6 / 5800 

‐ Garmin GPS (GPSMAP 64SX) 

‐ Total station (Leica TCRA1101more) 

‐ Motorola  

‐ Tripods (GEOMAX) 

‐ Cannes 

‐ Painting (Red enamel) 

‐ Concrete nails (N ° 4,6,8) 

‐ Ferrons (30cm) 

‐ Other accessories  
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2. Geotechnical conditions survey  

2.1 Introduction  
As per the request of JICA, geotechnical survey was carried out  in Matadi port for the Preparatory 

Survey for Matadi Port Improvement Project to obtain several geotechnical conditions data necessary 

to carry out planning and design of the pavement in the Survey Area. 

The scope of work to perform during the investigation is presented in the table 1 

Table 1 : Scope of work for the geotechnical investigation 

Item  Unit  BH 01  BH 02  BH 03  BH 04  BH 05  BH 06 

Field Works 

Drilling lenght  m  30  20  20  30  30  20 

Standard Penetration 
Test 

Numbre  20  13  13  20  20  13 

CBR Test  point  1  ‐  ‐  1  1  ‐ 

Plate load Test  point  1  ‐  ‐  1  1  ‐ 

Excavation  point  1  ‐  ‐  1  1  ‐ 

Laboratory 
Tests 

Grain size analysis  Sample  5  3  3  5  5  3 

Water content  Sample  5  3  3  5  5  3 

Atterberg limits  Sample  5  3  3  5  5  3 

Unit weight  Sample  5  3  3  5  5  3 

Specific gravity  Sample  5  3  3  5  5  3 

CBR Test  point  2  ‐  ‐  2  2  ‐ 

Except  the  drilling  and  SPT,  the  field works were  reached  the  scope.  Table  2  presents  some  of 

difficulties encountered during the drilling work and the reason why the drilling was stopped. 

Table 2 : Drilling difficulties  

 

Drilling 
Depth 
(m) 

Stopped reason 
SPT 

(number) 

Location (UTM 33M) 

Easting 
(m) 

Northing 
(m) 

Elevation 
(m) 

BH01 

Attempt 1  6  Land slide 

5 

328758  9356086  11 

Attempt 2  3 
Mud lost at the bottom 
of the well  

328769  9356092  11 

Attempt 3  14  Refusal  328765  9356093  11 

BH02 

Attempt 1  3,9  Refusal 

2 

328465  9356068  11 

Attempt 2  1,9  Refusal  328460  9356057  11 

Attempt 3  6,8  Refusal  328460  9356075  11 

BH03 

Attempt 1  1,5  Concrete pipe 

3 

328676  9356020  11 

Attempt 2  1,5  Concrete pipe  328675  9356020  11 

Attempt 3  1  Refusal/Rock  328678  9356016  11 

Attempt 4  1  Refusal/Rock  328681  9356024  11 

Attempt 5  5,7  Refusal/Rock  328675  9356033  11 

BH04 

Attempt 1  1,9  Concrete pipe 

1 

328424  9355993  11 

Attempt 2  1,3  Refusal/Rock  328425  9356000  11 

Attempt 3  1,25  Refusal/Rock  328431  9355999  11 

Attempt 4  0,5  Refusal/Rock  328420  9355985  11 
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Drilling 
Depth 
(m) 

Stopped reason 
SPT 

(number) 

Location (UTM 33M) 

Easting 
(m) 

Northing 
(m) 

Elevation 
(m) 

Attempt 5  1,2  Refusal/Rock  328448  9356008  11 

Attempt 6  1,2  Refusal/Rock  328404  9356013  11 

Attempt 7  2,4  Refusal/Rock  328407  9356015  11 

Attempt 8  1,1  Refusal/Rock  328410  9356015  11 

BH05  Attempt 1  13,5  Refusal  9  329104  9356302  11 

BH06  Attempt 1  17,5  Refusal  10  328978  9356147  11 

2.2 LOCATION OF THE SITE AND TESTING POINT  
The  site  is  located  at  SCTP Matadi  Port,  at  Kongo  Central.  The  figure  1 depicts  the  approximate 

location of testing points. 

Figure 1 : Location of site and testing points 

2.3 FIELD WORKS 

5.5.2 BORING, STANDARDS PENETRATION TEST AND SOIL SAMPLING 

2.3.2.1 Standard:  
ASTM D 1586 

2.3.2.2 Methodology:  
A split‐barrel sampler is driven from the bottom of a pre‐bored hole into the soil by means of a 63.5 

kg hammer, dropped freely from a height of 0.76 m. The diameter of the pre‐ bored hole was 6”. If 

the hole does not stay open by itself, casing or drilling mud should be used. The sampler is first driven 

to a depth of 15 cm (seating drive) below the bottom of the pre‐bored hole, then to 2 successive 15 

cm increments to observe penetration (N1 and N2 values). The number of blows required to drive the 

319



Natural Conditions Survey for Preparatory Survey for Matadi Port Improvement Project Page 18 sur 53

P292CD21_210930

sampler the last 30 cm into the soil is so called N30 (or N values). N30 is the sum of the blows for

second and third increment of 0.15 m penetration (N30 = N1 + N2).

2.3.2.3 Results
The N values found from the Standard Penetration Tests are presented in tables 3 and 8. These tables

show the encountered ground condition and the in situ SPT “N Value” and the logs of the boreholes.

Remarks: Groundwater level is given referring to the ground level.
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Table 3 : Boring results for Borehole BH01
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Table 4 : Boring results for Borehole BH02
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Table 5 : Boring results for Borehole BH03
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Table 6 : Boring results for Borehole BH04
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Table 7 : Boring results for Borehole BH05
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Table 8 : Boring results for Borehole BH06
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5.5.3 TEST PIT
For excavation, demolished hummer or excavator was used to demolish the concrete slab.

After the observation, the wells were backfilled. Soil samples have been collected to route them to the

laboratory for CBR tests. Three (3) test pits was realized at the locations included in Table 1 (BH01,

BH04 & BH05).

The various parameters recorded are included in Tables 9 to 11. The wells were stopped at a depth

ranging from 1.10 m and 1.20 m.

Table 9 : Test PIT at BH01
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Table 10 : Test PIT at BH04

 

 

Table 11 : Test PIT at BH05
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5.5.4 IN SITU CBR ESTIMATION

2.3.4.1 Standard:

ASTM D – 6951 – 03

2.3.4.2 Equipment used:

A KESSLER DCP was used to assess the resistance of soil layers. This DCP has the following features:

- Hammer weight : 8 kg (tolerance is 0.010 kg);
- Drop of hammer : 575 mm (tolerance is 1.0 mm);
- Tip base diameter : 20 mm (tolerance is 0.25 mm);
- Tip angle : 60° (tolerance is 1 degree).

2.3.4.3 Californian Bearing Ratio (CBR) :

The calculation of the Californian Bearing Ratio (CBR) is derived from the following equation

recommended by the US Army Corps of Engineers, where PR is the DCP penetration rate in mm per

blow. This procedure is used to assess the in place strength of undisturbed soil and/or compacted

materials.

CBR = 292/PR1.12

This equation is used for all soils except for CL soils below CBR 10% and CH soils. For these soils, the

following equations are recommended by the US Army Corps of Engineers1.

CL soils CBR<10 : CBR = 1/(0.017019*PR)2

CH soils : CBR = 1/(0.002871*PR)

Three (3) tests were realized in the bottom of each exacation at the locations included in Table 1.

The various parameters recorded and CBR estimation are included in Tables 12 to 14.

Remarks :

- CL : Inorganic clays of low tomedium plasticity, gravelly clays, sandy clays, silty clays, lean clays.
- CH : Inorganic clays of plasticity, fat clays

1 METHOD ST6: Measurement of the In Situ strength of soils by the Dynamic Cone Penetrometer (DCP) (1984) 
Special Methods for Testing Roads, Draft TMH6, Technical Methods for Highways (TMH), ISBN 0 7988 2289 
9, Pages 19 to 24, 1984. 
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Table 12 : In situ CBR estimation at BH01

     

 

Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 16-juil.-21
Location BH01-1 Soil description: Tan Sand

Depht on test: -1,10 m
East (m) 328758 North (m) 9356086 Elev. (m) 9

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 20 1 4
5 330 1 62
5 410 1 16
5 470 1 12
5 540 1 14
5 600 1 12
5 660 1 12
5 700 1 8
5 740 1 8
5 790 1 10
5 840 1 10
5 890 1 10
5 920 1 6
5 960 1 8

22,2
39,3
28,4

18,1
28,4
28,4
22,2
22,2

2,9
13,1
18,1
15,2
18,1

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
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Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 16-juil.-21
Location BH01-2 Soil description: Tan Sand

Depht on test: -1,10 m
East (m) 328758 North (m) 9356086 Elev. (m) 9

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 10 1 2
5 320 1 62
5 410 1 18
5 480 1 14
5 540 1 12
5 600 1 12
5 650 1 10
5 700 1 10
5 750 1 10
5 810 1 12
5 860 1 10
5 910 1 10
5 940 1 6

22,2
39,3

22,2
22,2
22,2
18,1
22,2

2,9
11,5
15,2
18,1
18,1

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
134,3
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Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 16-juil.-21
Location BH01-3 Soil description: Tan Sand

Depht on test: -1,10 m
East (m) 328758 North (m) 9356086 Elev. (m) 9

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 40 1 8
5 260 1 44
5 350 1 18
5 420 1 14
5 490 1 14
5 540 1 10
5 600 1 12
5 650 1 10
5 720 1 14
5 760 1 8
5 800 1 8
5 840 1 8
5 880 1 8

28,4
28,4

18,1
22,2
15,2
28,4
28,4

4,2
11,5
15,2
15,2
22,2

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
28,4
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Table 13 : In situ CBR estimation at BH04 

     

 

Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 16-juil.-21
Location BH04-1 Soil description: Orange lateritic gravel

Depht of test: -1,10 m
East (m) 328424 North (m) 9355993 Elev. (m) 11

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 60 1 12
5 80 1 4
5 100 1 4
5 220 1 24
5 250 1 6
5 420 1 34
5 560 1 28
5 630 1 14
5 720 1 18
5 800 1 16
5 870 1 14
5 920 1 10
5 935 1 3
5 940 1 1
5 955 1 3

22,2
85,3
292
85,3

7
15,2
11,5
13,1
15,2

61,8
61,8
8,3

39,3
5,6

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
18,1
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Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 16-juil.-21
Location BH04-2 Soil description: Orange lateritic gravel

Depht of test: -1,10 m
East (m) 328424 North (m) 9355993 Elev. (m) 11

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 150 1 30
5 330 1 36
5 440 1 22
5 500 1 12
5 570 1 14
5 620 1 10
5 670 1 10
5 700 1 6
5 740 1 8
5 770 1 6
5 810 1 8
5 850 1 8
5 870 1 4
5 880 1 2

28,4
61,8
134,3

22,2
39,3
28,4
39,3
28,4

5,3
9,2

18,1
15,2
22,2

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
6,5
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Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 16-juil.-21
Location BH04-3 Soil description: Orange lateritic gravel

Depht of test: -1,10 m
East (m) 328424 North (m) 9355993 Elev. (m) 11

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 90 1 18
5 170 1 16
5 280 1 22
5 360 1 16
5 450 1 18
5 460 1 2
5 640 1 36
5 690 1 10
5 730 1 8
5 770 1 8
5 810 1 8
5 860 1 10
5 900 1 8
5 950 1 10
5 1000 1 10

22,2
28,4
22,2
22,2

5,3
22,2
28,4
28,4
28,4

13,1
9,2
13,1
11,5

134,3

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
11,5

0
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CBR (%)
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Table 14 : In situ CBR estimation at BH05

    

Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 14-juil.-21
Location BH05-1 Soil description: Sand-gravel-silt

Depht of test: -1,20 m
East(m) 329104 North (m) 9356302 Elev (m) 11

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 40 1 8
5 80 1 8
5 115 1 7
5 165 1 10
5 205 1 8
5 225 1 4
5 250 1 5
5 285 1 7
5 310 1 5
5 330 1 4
5 360 1 6
5 420 1 12
5 440 1 4
5 450 1 2

18,1
61,8

134,3

48,1
33

48,1
61,8
39,3

28,4
33

22,2
28,4
61,8

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
28,4

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0 20 40 60 80 100 120 140 160

De
pth

 (m
m)

CBR (%)

Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 14-juil.-21
Location BH05-2 Soil description: Sand-gravel-silt

Depht of test: -1,20 m
East(m) 329104 North (m) 9356302 Elev (m) 11

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 40 1 8
5 100 1 12
5 190 1 18
5 260 1 14
5 310 1 10
5 430 1 24
5 440 1 2
5 440 1

134,3

18,1
11,5
15,2
22,2
8,3

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
28,4

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

0 20 40 60 80 100 120 140 160

De
pth

 (m
m)

CBR (%)

Site : SCTP MATADI PORT Client : JICA 14-juil.-21
Location BH05-3 Soil description: Sand-gravel-silt

Depht of test: -1,20 m
East(m) 329104 North (m) 9356302 Elev (m) 11

Standards ASTM D-6951-03

Number of 
blows

Cumulative 
Penetration 

(mm)

Hammer Blow 
Factor

DCP Index 
(mm/blow)

0 0 * *
5 20 1 4
5 60 1 8
5 110 1 10
5 165 1 11
5 220 1 11
5 270 1 10
5 275 1 1
5 290 1 3

292
85,3

28,4
22,2
19,9
19,9
22,2

Hammer Weight: 8 kg
Cordinates UTM 33 M =

C.B.R. (%)

0
61,8

0

50

100

150

200

250

300

0 50 100 150 200 250 300 350

De
pth

 (m
m)

CBR (%)
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5.5.5 PLATE LOAD TEST

2.3.5.1 Standard:

CRR MF40/78

2.3.5.2 Results

Plate load test was executed on the bottom of excavation with 30 cm circle plate. Results are given in

the tables 15 to 17.

Table 15 : Plate load test result for BH 01
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Table 16 : Plate load test result for BH 04

 

Table 17 : Plate load test result for BH 06
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2.4 LABORATORY TESTING
The following laboratory classification tests were performed at the Laboratory:

 

Test Standards

4.1 Determination of the moisture content ASTM C 136

4.2 Determination of the particle size distribution

by dry sieving

NF P94 056

4.3 Determination of the liquid limit using the

Casagrande apparatus

ASTM D 4318

4.4 Determination of the specific gravity

4.5 Determination of unit weight

4.6 CBR test

The detailed results and graphs from the laboratory tests are presented in appendices.

Table 18 presents laboratory CBR Test and the Table 19 summarizes the relevant results for

laboratory testing.

Table 18 : Laboratory CBR Test

342342
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Table 19 : Summarizes of the relevant results for laboratory testing

Borehole BH 01 BH 02 BH 03 BH 04

Depth (m)
1,50
1,95

3,00
3,45

4,50
4,95

6,00
6,45

7,50
7,95

1,50
1,95

3,00
3,45

1,50
1,95

3,00
3,45

4,50
4,95

1,50
1,95

dmax (mm) 1 1 1 0,8 4 12,5 8 10 10 10 6,3

d50 (mm) 0,315 0,315 0,315 0,315 0,315 0,4 0,315 0,16

% passing on sieve of 0,08mm 8,0 9,0 9,0 1,3 11,7 8,0 6,7 52,3 52 49,9 59,3

Moisture content (%) 15,8 15,1 18,8 20,7 7,0 12,5 18,5 12,5 25,0 25,0 14,3

Specific gravity (g/cm3) 2,69 2,75 2,47 2,86 2,65 2,82 2,82 2,94 2,65 2,75 2,75

Wet unit weight (g/cm3) 1,92 1,93 1,91 1,92 1,91 2,18 1,83 2,47 2,26 2,31 2,07

Dry unit weight (g/cm3) 1,66 1,68 1,60 1,59 1,79 1,94 1,54 2,19 1,81 1,85 1,81

Atterberg
limits

Liquid limit
15,07
%

15,43
%

14,95
%

15,00
%

15,20
%

15,20
%

15,48
%

29,50
%

28,70
%

27,15
%

33,29
%

Plastic limit N.A N.A N.A N.A N.A N.A N.A
15,03
%

15,15
%

15,00
%

15,08
%

Plastic index N.A N.A N.A N.A N.A N.A N.A 14,47 13,54 12,16 18,21

Borehole BH 05 BH 06

Depth (m)
1,50
1,95

6,00
6,45

7,50
7,95

10,5
10,95

12,00
12,45

1,50
1,95

6,00
6,45

7,50
7,95

9,00
9,45

10,5
10,95

12,00
12,45

dmax (mm) 12,5 8 6,3 3,15 1 4 4 6,3 3,15 3,15 8

d50 (mm) 0,2 0,2 0,2 0,16 0,16 0,31 0,16 0,16 0,16 0,16 0,8

% passing on sieve of 0,08mm 32,7 73,3 45,0 16,3 48,7 4,0 82,0 48,0 50,0 24,0 5,0

Moisture content (%) 20,4 22,8 31,7 21,3 19,9 12,8 32,8 31,6 40,4 19,7 22,0

Specific gravity (g/cm3) 2,65 2,55 2,69 2,65 2,62 2,55

Wet unit weight (g/cm3) 1,81 2,19 1,99 1,98 2,14 1,70 1,97 2,07 2,02 2,05 2,25

Dry unit weight (g/cm3) 1,51 1,78 1,51 1,63 1,78 1,51 1,48 1,57 1,44 1,71 1,85

Atterberg
limits

Liquid limit
17,10
%

41,20
%

23,10
%

15,00
%

15,20
%

15,20
%

47,20
%

25,54
%

27,31
%

14,90
%

15,10
%

Plastic limit
14,88
%

15,03
%

15,00
%

N.A N.A N.A
15,10
%

15,15
%

15,10
%

N.A N.A

Plastic index 2,22 26,17 8,10 N.A N.A N.A 32,10 10,39 12,21 N.A N.A

Kinshasa, August 2021 
 

PhD. TITO LIMBAYA, Head of Researches 
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3. APPENDIX

 

  

Appendix 1 : Topographical survey maps

Appendix 2 : PARTICLE SIZE DISTRIBUTION

Appendix 3 : ATTERBERG LIMITS

Appendix 4 : CBR TEST
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APPENDIX N°01 Topographical survey maps
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APPENDIX N°02 PARTICLE SIZE DISTRIBUTION
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1/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 01 1,50-1,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 1,0 0,3
0,800 1,0 0,3
0,500 26,0 8,7
0,400 34,0 11,3
0,315 65,0 21,7
0,250 81,0 27,0
0,200 49,0 16,3
0,160 14,0 4,7
0,080 5,0 1,7
Fond 0,0 0,0
Total 276,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 24,0 8,0

27.03.2021

Date:

SIEVE ANALYSIS

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

Ech.1

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
% %

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

100,0
99,7
99,3
90,7
79,3
57,7
30,7
14,3
9,7
8,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

276,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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ss
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g

( %
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Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 01 3,00 - 3,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,00 #REF!
31,50 #REF!
25,00 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 2,0 0,7
0,800 1,0 0,3
0,500 24,0 8,0
0,400 33,0 11,0
0,315 67,0 22,3
0,250 76,0 25,3
0,200 50,0 16,7
0,160 15,0 5,0
0,080 5,0 1,7
Fond 0,0 0,0
Total 273,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 27,0 9,0

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.2

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

100,0
100,0
99,3
99,0
91,0
80,0
57,7
32,3
15,7
10,7
9,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

273,0

Performed by : Checked by :

9/08/2021 Guy KADIMBA
Patience Kiangebeni
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( %
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354354
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Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 01 4,50-4,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 1,0 0,3
0,800 1,0 0,3
0,500 14,0 4,7
0,400 30,0 10,0
0,315 54,0 18,0
0,250 78,0 26,0
0,200 62,0 20,7
0,160 21,0 7,0
0,080 12,0 4,0
Fond 0,0 0,0
Total 273,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 27,0 9,0

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.3

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

13,0

100,0
100,0
100,0
100,0
99,7
99,3
94,7
84,7
66,7
40,7
20,0

9,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

273,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 01 6,00-6,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 0,0 0,0
0,800 1,0 0,3
0,500 10,0 3,3
0,400 22,0 7,3
0,315 52,0 17,3
0,250 98,0 32,7
0,200 69,0 23,0
0,160 29,0 9,7
0,080 15,0 5,0
Fond 0,0 0,0
Total 296,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 4,0 1,3

27.03.2021

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.4

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

16,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,7
96,3
89,0
71,7
39,0

6,3
1,3

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

296,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 01 7,50-7,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 1,0 0,3
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 2,0 0,7
0,800 0,0 0,0
0,500 21,0 7,0
0,400 35,0 11,7
0,315 51,0 17,0
0,250 72,0 24,0
0,200 52,0 17,3
0,160 19,0 6,3
0,080 12,0 4,0
Fond 0,0 0,0
Total 265,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 35,0 11,7

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.5

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

99,7

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

11,7

99,7
99,7
99,7
99,0
99,0
92,0
80,3
63,3
39,3
22,0
15,7

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

265,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 02 1,50-1,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,000 0,0 0,0
31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 12,0 4,0
10,000 18,0 6,0
8,000 10,0 3,3
6,300 3,0 1,0
5,000 1,0 0,3
4,000 5,0 1,7
3,150 6,0 2,0
2,500 5,0 1,7
2,000 3,0 1,0
1,000 20,0 6,7
0,800 1,0 0,3
0,500 22,0 7,3
0,400 23,0 7,7
0,400 39,0 13,0
0,400 46,0 15,3
0,400 31,0 10,3
0,160 17,0 5,7
0,080 14,0 4,7
Fond 0,0 0,0
Total 276,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 24,0 8,0

27.03.2021

Date:

SIEVE ANALYSIS

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

Ech.6

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

Granulometric spindle
PASSING Granulometric spindle

% %

85,3

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
96,0
90,0
86,7
85,7

12,7

83,7
81,7
80,0
79,0
72,3
72,0
64,7
57,0
44,0
28,7
18,3

8,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

276,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 02 3,00-3,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,000 0,0 0,0
31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 3,0 1,0
6,300 3,0 1,0
5,000 1,0 0,3
4,000 2,0 0,7
3,150 2,0 0,7
2,500 4,0 1,3
2,000 1,0 0,3
1,000 12,0 4,0
0,800 1,0 0,3
0,500 9,0 3,0
0,400 22,0 7,3
0,400 39,0 13,0
0,400 68,0 22,7
0,400 59,0 19,7
0,160 34,0 11,3
0,080 20,0 6,7
Fond 1,0 0,3
Total 281,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 20,0 6,7

27.03.2021

Date:

SIEVE ANALYSIS

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

Ech.7

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

Granulometric spindle
PASSING Granulometric spindle

% %

97,7

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,0
98,0

13,3

97,0
96,3
95,0
94,7
90,7
90,3
87,3
80,0
67,0
44,3
24,7

6,7

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

280,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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8/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 03 1,50-1,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,00 #REF!
31,50 #REF!
25,00 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 2,0 0,7
8,000 2,0 0,7
6,300 7,0 2,3
5,000 2,0 0,7
4,000 4,0 1,3
3,150 7,0 2,3
2,500 10,0 3,3
2,000 3,0 1,0
1,000 37,0 12,3
0,800 2,0 0,7
0,500 19,0 6,3
0,400 10,0 3,3
0,315 7,0 2,3
0,250 7,0 2,3
0,200 1,0 0,3
0,160 10,0 3,3
0,080 13,0 4,3
Fond 1,0 0,3
Total 144,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 157,0 52,3

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.8

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

92,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,3
98,7
96,3
95,7
94,3

88,7
87,7
75,3
74,7
68,3
65,0
62,7
60,3
60,0
56,7
52,3

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

143,0

Performed by : Checked by :

9/08/2021 Guy KADIMBA
Patience Kiangebeni
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9/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 03 3,00-3,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

12,500 0,0 0,0
10,000 3,0 1,0
8,000 3,0 1,0
6,300 3,0 1,0
5,000 1,0 0,3
4,000 2,0 0,7
3,150 3,0 1,0
2,500 4,0 1,3
2,000 1,0 0,3
1,000 13,0 4,3
0,800 2,0 0,7
0,500 12,0 4,0
0,400 8,0 2,7
0,315 8,0 2,7
0,250 12,0 4,0
0,200 16,0 5,3
0,160 10,0 3,3
0,080 43,0 14,3
Fond 1,0 0,3
Total 145,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 156,0 52,0

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.9

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

96,0

100,0
99,0
98,0
97,0
96,7

52,0

95,0
93,7
93,3
89,0
88,3
84,3
81,7
79,0
75,0
69,7
66,3

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

144,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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361361



10/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 03 4,50-4,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 4,0 1,3
8,000 3,0 1,0
6,300 2,0 0,7
5,000 1,0 0,3
4,000 1,0 0,3
3,150 2,0 0,7
2,500 4,0 1,3
2,000 1,0 0,3
1,000 13,0 4,3
0,800 1,0 0,3
0,500 11,0 3,7
0,400 9,0 3,0
0,315 11,0 3,7
0,250 12,0 4,0
0,200 19,0 6,3
0,160 10,0 3,3
0,080 48,0 16,0
Fond 1,0 0,3
Total 153,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 148,0 49,3

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.10

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

96,3

100,0
100,0
100,0
100,0
98,7
97,7
97,0
96,7

49,3

95,7
94,3
94,0
89,7
89,3
85,7
82,7
79,0
75,0
68,7
65,3

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

152,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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362362



11/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 04 1,50-1,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

SIEVE  DIAMETER Retained Retained
mm g %

31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 2,0 0,7
5,000 0,0 0,0
4,000 1,0 0,3
3,150 2,0 0,7
2,500 1,0 0,3
2,000 0,0 0,0
1,000 7,0 2,3
0,800 1,0 0,3
0,500 9,0 3,0
0,400 7,0 2,3
0,315 9,0 3,0
0,250 12,0 4,0
0,200 19,0 6,3
0,160 6,0 2,0
0,080 46,0 15,3
Fond 1,0 0,3
Total 123,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 178,0 59,3

27.03.2021

Date:

SIEVE ANALYSIS

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

Ech.11

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
% %

98,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,3
99,3
99,0
98,3

98,0
95,7
95,3
92,3
90,0
87,0
83,0
76,7
74,7
59,3

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

122,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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12/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH05 1,50-1,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 4,0 1,3
10,000 7,0 2,3
8,000 6,0 2,0
6,300 12,0 4,0
5,000 3,0 1,0
4,000 8,0 2,7
3,150 7,0 2,3
2,500 8,0 2,7
2,000 3,0 1,0
1,000 19,0 6,3
0,800 3,0 1,0
0,500 9,0 3,0
0,400 6,0 2,0
0,315 10,0 3,3
0,250 14,0 4,7
0,200 29,0 9,7
0,160 24,0 8,0
0,080 30,0 10,0
Fond 1,0 0,3
Total 203,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 98,0 32,7

27.03.2021

Date:

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

202,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

80,7
74,3
73,3
70,3
68,3
65,0
60,3
50,7
42,7
32,7

81,7

100,0
100,0
100,0
100,0
98,7
96,3
94,3
90,3
89,3
86,7
84,3

Ech.12

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
% %

SIEVE ANALYSIS

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY
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364364



13/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH05 6,00 - 6,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,00 #REF!
31,50 #REF!
25,00 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 5,0 1,7
6,300 0,0 0,0
5,000 1,0 0,3
4,000 0,0 0,0
3,150 1,0 0,3
2,500 0,0 0,0
2,000 3,0 1,0
1,000 2,0 0,7
0,800 4,0 1,3
0,500 1,0 0,3
0,400 1,0 0,3
0,315 2,0 0,7
0,250 3,0 1,0
0,200 3,0 1,0
0,160 47,0 15,7
0,080 7,0 2,3
Fond 1,0 0,3
Total 81,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 220,0 73,3

Date:

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

80,0

Performed by : Checked by :

9/08/2021 Guy KADIMBA
Patience Kiangebeni

97,7
96,7
96,0
94,7
94,3
94,0
93,3
92,3
91,3
75,7
73,3

97,7

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
98,3
98,3
98,0
98,0

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.13

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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365365



14/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH05 7,50-7,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 1,0 0,3
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 1,0 0,3
2,500 0,0 0,0
2,000 5,0 1,7
1,000 1,0 0,3
0,800 3,0 1,0
0,500 1,0 0,3
0,400 1,0 0,3
0,315 1,0 0,3
0,250 3,0 1,0
0,200 8,0 2,7
0,160 126,0 42,0
0,080 14,0 4,7
Fond 1,0 0,3
Total 166,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 135,0 45,0

Date: Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

45,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

165,0

49,7

99,7
99,3
99,3
97,7
97,3
96,3
96,0
95,7
95,3
94,3
91,7

99,7

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,7

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.14

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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15/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH05 10,5-10,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 1,0 0,3
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 11,0 3,7
0,800 1,0 0,3
0,500 18,0 6,0
0,400 9,0 3,0
0,315 12,0 4,0
0,250 18,0 6,0
0,200 26,0 8,7
0,160 32,0 10,7
0,080 123,0 41,0
Fond 1,0 0,3
Total 252,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 49,0 16,3

27.03.2021

Date: Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

57,3
16,3

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

251,0

68,0

100,0
100,0
99,7
99,7
99,7
96,0
95,7
89,7
86,7
82,7
76,7

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.15

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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16/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH05 12,00-12,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 2,0 0,7
0,800 0,0 0,0
0,500 0,0 0,0
0,400 1,0 0,3
0,315 2,0 0,7
0,250 8,0 2,7
0,200 33,0 11,0
0,160 59,0 19,7
0,080 49,0 16,3
Fond 1,0 0,3
Total 155,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 146,0 48,7

Date:

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

154,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

48,7

100,0
100,0
100,0
99,3
99,3
99,3
99,0
98,3
95,7
84,7
65,0

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.16

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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17/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 06 1,50-1,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,000 0,0 0,0
31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 1,0 0,3
3,150 0,0 0,0
2,500 3,0 1,0
2,000 0,0 0,0
1,000 8,0 2,7
0,800 1,0 0,3
0,500 14,0 4,7
0,400 24,0 8,0
0,400 54,0 18,0
0,400 92,0 30,7
0,400 62,0 20,7
0,160 19,0 6,3
0,080 10,0 3,3
Fond 1,0 0,3
Total 289,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 12,0 4,0

27.03.2021

Date:

CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.17

Depth : (m)

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

4,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

288,0

91,0
83,0
65,0
34,3
13,7
7,3

95,7

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,7
99,7
98,7
98,7
96,0

100,0

% %
100,0
100,0
100,0

Reiceved at Lab :

Granulometric spindle
PASSING Granulometric spindle

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
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18/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 06 6,00-6,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,000 0,0 0,0
31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 1,0 0,3
3,150 0,0 0,0
2,500 1,0 0,3
2,000 0,0 0,0
1,000 3,0 1,0
0,800 0,0 0,0
0,500 4,0 1,3
0,400 2,0 0,7
0,400 1,0 0,3
0,400 2,0 0,7
0,400 3,0 1,0
0,160 3,0 1,0
0,080 34,0 11,3
Fond 2,0 0,7
Total 56,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 246,0 82,0

27.03.2021

Date:

SIEVE ANALYSIS

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

Ech.18

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

Granulometric spindle
PASSING Granulometric spindle

% %

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

93,3

99,7
99,7
99,3
99,3
98,3
98,3
97,0
96,3
96,0
95,3
94,3

82,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

54,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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19/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 06 7,50-7,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

40,00 #REF!
31,50 #REF!
25,00 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 1,0 0,3
5,000 0,0 0,0
4,000 1,0 0,3
3,150 0,0 0,0
2,500 1,0 0,3
2,000 1,0 0,3
1,000 8,0 2,7
0,800 1,0 0,3
0,500 5,0 1,7
0,400 3,0 1,0
0,315 5,0 1,7
0,250 8,0 2,7
0,200 10,0 3,3
0,160 9,0 3,0
0,080 103,0 34,3
Fond 1,0 0,3
Total 157,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 144,0 48,0

Date:

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

156,0

Performed by : Checked by :

9/08/2021 Guy KADIMBA
Patience Kiangebeni

99,0
98,7
96,0
95,7
94,0
93,0
91,3
88,7
85,3
82,3
48,0

99,3

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
99,7
99,7
99,3

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.19

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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371371



20/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 06 9,00-9,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 0,0 0,0
2,500 0,0 0,0
2,000 0,0 0,0
1,000 0,0 0,0
0,800 12,0 4,0
0,500 5,0 1,7
0,400 5,0 1,7
0,315 7,0 2,3
0,250 9,0 3,0
0,200 10,0 3,3
0,160 13,0 4,3
0,080 89,0 29,7
Fond 1,0 0,3
Total 151,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 150,0 50,0

Date:

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

150,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

50,0

100,0
100,0
100,0
100,0
96,0
94,3
92,7
90,3
87,3
84,0
79,7

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.20

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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372372



21/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 06 10,50-10,95
Nature : ….......................... 19/07/2021

EVE  DIAMETE Retained Retained
mm g %

25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 0,0 0,0
6,300 0,0 0,0
5,000 0,0 0,0
4,000 0,0 0,0
3,150 1,0 0,3
2,500 0,0 0,0
2,000 1,0 0,3
1,000 9,0 3,0
0,800 2,0 0,7
0,500 11,0 3,7
0,400 10,0 3,3
0,315 14,0 4,7
0,250 16,0 5,3
0,200 16,0 5,3
0,160 12,0 4,0
0,080 136,0 45,3
Fond 11,0 3,7
Total 239,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 72,0 24,0

Date:

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

228,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni

24,0

99,7
99,7
99,3
96,3
95,7
92,0
88,7
84,0
78,7
73,3
69,3

100,0

100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0
100,0

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.21

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle
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373373



22/22

Client : JICA
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site Adress : MATADI PORT /SCTP

Borehole BH 06 12,00-12,45
Nature : ….......................... 19/07/2021

SIEVE  DIAMETER Retained Retained
mm g %

31,500 0,0 0,0
25,000 0,0 0,0
20,000 0,0 0,0
16,000 0,0 0,0
12,500 0,0 0,0
10,000 0,0 0,0
8,000 1,0 0,3
6,300 2,0 0,7
5,000 1,0 0,3
4,000 1,0 0,3
3,150 0,0 0,0
2,500 3,0 1,0
2,000 1,0 0,3
1,000 35,0 11,7
0,800 5,0 1,7
0,500 105,0 35,0
0,400 66,0 22,0
0,315 28,0 9,3
0,250 17,0 5,7
0,200 10,0 3,3
0,160 4,0 1,3
0,080 6,0 2,0
Fond 0,0 0,0
Total 285,0

Weight of Fines (g) Fines (%)
the sample (g) 15,0 5,0

27.03.2021

Date:

% %

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

SIEVE ANALYSIS

Ech.22

Depth : (m)
Reiceved at Lab :

PASSING Granulometric spindle

98,3

100,0
100,0
99,7
99,0
98,7

100,0

100,0
100,0

100,0

5,0

98,3
97,3
97,0
85,3
83,7
48,7
26,7
17,3
11,7
8,3
7,0

300,0
Weight after washing on a sieve of 0,08 mm (g)

285,0

Performed by : Checked by :
9/08/2021 Guy KADIMBA Patience Kiangebeni
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APPENDIX N°03 ATTERBERG LIMITS
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1/22

Client : JICA Ech. 1
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 01 1,50 - 1,95
Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 23,57 26,80 24,74 22,93 22,94
Dry weight + Tare (g) 22,33 25,56 23,51 21,71 21,74
Tare (g) 13,78 17,10 15,36 13,85 14,03
Water weight (g) 1,24 1,24 1,23 1,22 1,20
Net dry weight (g) 8,55 8,46 8,15 7,86 7,71
Moisture content (%) 14,5 14,7 15,1 15,5 15,6

15,07%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,2
14,4
14,6
14,8
15,0
15,2
15,4
15,6
15,8
16,0

10 100

M
o

is
tu

re
 c

o
n

te
n

t 
%

Numbr of blows
Logarithmic scale

    

376376



2/22

Client : JICA Ech. 2
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 01 3,00 - 3,45
Nature : -----

Number of blows 35 31 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 23,56 26,79 24,71 22,92 22,93
Dry weight + Tare (g) 22,34 25,53 23,47 21,65 21,67
Tare (g) 13,77 17,09 15,35 13,84 14,02
Water weight (g) 1,22 1,26 1,24 1,27 1,26
Net dry weight (g) 8,57 8,44 8,12 7,81 7,65
Moisture content (%) 14,2 14,9 15,3 16,3 16,5

15,43%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,0

14,5

15,0

15,5

16,0

16,5

17,0

17,5

10 100

M
o

is
tu

re
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o
n
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n

t 
%

Numbr of blows
Logarithmic scale

    

377377



3/22

Client : JICA Ech. 3
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 01 4,50 - 4,95
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 23,43 25,54 22,18 25,62 23,06
Dry weight + Tare (g) 22,19 24,33 20,96 24,40 21,82
Tare (g) 13,58 16,10 12,83 16,36 13,81
Water weight (g) 1,24 1,21 1,22 1,22 1,24
Net dry weight (g) 8,61 8,23 8,13 8,04 8,01
Moisture content (%) 14,4 14,7 15,0 15,2 15,5

14,95%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,2

14,4

14,6

14,8

15,0

15,2

15,4

15,6

15,8

10 100
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Numbr of blows
Logarithmic scale

    

378378



4/22

Client : JICA Ech. 4
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 01 6,00 - 6,45
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 23,42 25,56 22,14 25,61 23,10
Dry weight + Tare (g) 22,18 24,35 20,92 24,38 21,85
Tare (g) 13,57 16,12 12,79 16,34 13,84
Water weight (g) 1,24 1,21 1,22 1,23 1,25
Net dry weight (g) 8,61 8,23 8,13 8,04 8,01
Moisture content (%) 14,4 14,7 15,0 15,3 15,6

15,00%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,2
14,4
14,6
14,8
15,0
15,2
15,4
15,6
15,8
16,0

10 100
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Numbr of blows
Logarithmic scale

    

379379



5/22

Client : JICA Ech. 5
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 01 7,50 - 7,95
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 27,01 25,12 22,46 23,33 22,93
Dry weight + Tare (g) 25,76 23,86 21,19 22,05 21,69
Tare (g) 17,08 15,35 12,83 13,84 13,94
Water weight (g) 1,25 1,26 1,27 1,28 1,24
Net dry weight (g) 8,68 8,51 8,36 8,21 7,75
Moisture content (%) 14,4 14,8 15,2 15,6 16,0

15,20%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,0

14,5

15,0

15,5

16,0

16,5

10 100
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Numbr of blows
Logarithmic scale

    

380380



6/22

Client : JICA Ech. 6
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 02 1,50 - 1,95
Nature : -------

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 26,69 24,81 23,16 23,20 24,94
Dry weight + Tare (g) 25,48 23,59 21,93 21,95 23,70
Tare (g) 17,08 15,35 13,84 13,94 15,95
Water weight (g) 1,21 1,22 1,23 1,25 1,24
Net dry weight (g) 8,4 8,24 8,09 8,01 7,75
Moisture content (%) 14,4 14,8 15,2 15,6 16,0

15,20%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,0

14,5

15,0

15,5

16,0

16,5

10 100

M
o
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tu

re
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n
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%

Numbr of blows
Logarithmic scale

    

381381



7/22

Client : JICA Ech. 7
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 02 3,00-3,45
Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 26,74 24,86 23,21 23,25 24,99
Dry weight + Tare (g) 25,49 23,62 21,96 21,98 23,75
Tare (g) 17,13 15,40 13,89 13,99 16,00
Water weight (g) 1,25 1,24 1,25 1,27 1,24
Net dry weight (g) 8,36 8,22 8,07 7,99 7,75
Moisture content (%) 15,0 15,1 15,5 15,9 16,0

15,48%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

14,8
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10 100
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Numbr of blows
Logarithmic scale

    

382382



8/22

Client : JICA Ech. 8
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 03 1,50 - 1,95
Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 28,17 27,88 25,91 28,58 25,37 17,41 13,98
Dry weight + Tare (g) 25,43 25,26 23,10 25,72 22,46 17,27 13,83
Tare (g) 15,95 16,29 13,57 16,12 12,79 16,34 12,83
Water weight (g) 2,74 2,62 2,81 2,86 2,91 0,14 0,15
Net dry weight (g) 9,48 8,97 9,53 9,60 9,67 0,93 1,00
Moisture content (%) 28,9 29,2 29,5 29,8 30,1 15,1 15,0

29,50%

15,03%

14,47

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

28,8

29,0
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30,4
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Logarithmic scale

    

383383



9/22

Client : JICA Ech. 9
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 03 3,00-3,45
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 28,65 26,38 25,12 25,02 24,99 14,55 14,61
Dry weight + Tare (g) 25,91 23,57 22,78 22,46 22,41 14,43 14,48
Tare (g) 16,09 13,64 14,63 13,66 13,66 13,64 13,62
Water weight (g) 2,74 2,81 2,34 2,56 2,58 0,12 0,13
Net dry weight (g) 9,82 9,93 8,15 8,80 8,75 0,79 0,86
Moisture content (%) 27,9 28,3 28,7 29,1 29,5 15,2 15,1

28,70%

15,15%

13,54

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

27,5

28,0

28,5
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29,5
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Logarithmic scale

    

384384



10/22

Client : JICA Ech. 10
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 03 4,45 - 4,95
Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 28,11 24,99 25,83 24,49 25,64 14,94 17,02
Dry weight + Tare (g) 25,58 22,45 23,35 22,00 23,07 14,81 16,88
Tare (g) 15,96 12,94 14,20 12,95 13,94 13,94 15,95
Water weight (g) 2,53 2,54 2,48 2,49 2,57 0,13 0,14
Net dry weight (g) 9,62 9,51 9,15 9,05 9,13 0,87 0,93
Moisture content (%) 26,3 26,7 27,1 27,5 28,1 14,9 15,1

27,15%

15,00%

12,16

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

26,0

26,5

27,0

27,5
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28,5
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Logarithmic scale

    

385385



11/22

Client : JICA Ech. 11
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 04 1,50 - 1,95
Nature : -----

Number of blows 35 31 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 28,14 26,38 28,27 26,08 29,02 14,77 18,14
Dry weight + Tare (g) 24,72 23,03 25,00 22,77 25,70 14,64 18,00
Tare (g) 14,20 12,85 15,18 12,95 15,95 13,77 17,08
Water weight (g) 3,42 3,35 3,27 3,31 3,32 0,13 0,14
Net dry weight (g) 10,52 10,18 9,82 9,82 9,75 0,87 0,92
Moisture content (%) 32,5 32,9 33,3 33,7 34,1 14,9 15,2

33,29%

15,08%

18,21

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI
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Logarithmic scale
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12/22

Client : JICA Ech. 12
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 05 1,50 - 1,95
Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 25,55 22,82 23,60 22,63 22,57 14,64 14,55
Dry weight + Tare (g) 24,21 21,50 22,29 21,30 21,23 14,51 14,43
Tare (g) 16,09 13,64 14,63 13,66 13,66 13,64 13,62
Water weight (g) 1,34 1,32 1,31 1,33 1,34 0,13 0,12
Net dry weight (g) 8,12 7,86 7,66 7,64 7,57 0,87 0,81
Moisture content (%) 16,5 16,8 17,1 17,4 17,7 14,9 14,8

17,10%

14,88%

2,22

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

16,4

16,6

16,8

17,0

17,2

17,4

17,6

17,8

18,0

10 100
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%

Numbr of blows
Logarithmic scale

    

387387



13/22

Client : JICA Ech. 13
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 05 6,00 - 6,45
Nature : -----

Number of blows 35 31 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 27,63 25,93 24,50 26,06 26,57 14,56 15,45
Dry weight + Tare (g) 24,12 22,47 21,08 22,54 23,03 14,44 15,31
Tare (g) 15,47 14,01 12,78 14,06 14,56 13,64 14,38
Water weight (g) 3,51 3,46 3,42 3,52 3,54 0,12 0,14
Net dry weight (g) 8,65 8,46 8,30 8,48 8,47 0,80 0,93
Moisture content (%) 40,6 40,9 41,2 41,5 41,8 15,0 15,1

41,20%

15,03%

26,17

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

40,4
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41,2
41,4
41,6
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10 100
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Numbr of blows
Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 14
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 05 7,50 - 7,95
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 27,39 25,30 25,03 24,27 27,18 15,19 17,29
Dry weight + Tare (g) 25,37 23,15 22,85 22,11 25,04 15,06 17,15
Tare (g) 16,39 13,72 13,41 12,88 16,01 14,19 16,22
Water weight (g) 2,02 2,15 2,18 2,16 2,14 0,13 0,14
Net dry weight (g) 8,98 9,43 9,44 9,23 9,03 0,87 0,93
Moisture content (%) 22,5 22,8 23,1 23,4 23,7 14,9 15,1

23,10%

15,00%

8,10

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT
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10 100
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Numbr of blows
Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 15
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 05 10,00 - 10,95
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 23,42 25,56 22,14 25,61 23,10
Dry weight + Tare (g) 22,18 24,35 20,92 24,38 21,85
Tare (g) 13,57 16,12 12,79 16,34 13,84
Water weight (g) 1,24 1,21 1,22 1,23 1,25
Net dry weight (g) 8,61 8,23 8,13 8,04 8,01
Moisture content (%) 14,4 14,7 15,0 15,3 15,6

15,00%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

14,2
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Numbr of blows
Logarithmic scale

    

390390
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Client : JICA Ech. 16
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 05 12,00 - 12,45
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 27,01 25,12 22,46 23,33 22,93
Dry weight + Tare (g) 25,76 23,86 21,19 22,05 21,69
Tare (g) 17,08 15,35 12,83 13,84 13,94
Water weight (g) 1,25 1,26 1,27 1,28 1,24
Net dry weight (g) 8,68 8,51 8,36 8,21 7,75
Moisture content (%) 14,4 14,8 15,2 15,6 16,0

15,20%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT
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Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 17
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 06 1,50 m
Nature : -------

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 26,69 24,81 23,16 23,20 24,94
Dry weight + Tare (g) 25,48 23,59 21,93 21,95 23,70
Tare (g) 17,08 15,35 13,84 13,94 15,95
Water weight (g) 1,21 1,22 1,23 1,25 1,24
Net dry weight (g) 8,4 8,24 8,09 8,01 7,75
Moisture content (%) 14,4 14,8 15,2 15,6 16,0

15,20%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

LIQUIDITY LIMIT :
PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

LIQUIDITY - PLASTICITY

19/07/2021

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS

Depth BGL (m):
Reicived at lab :
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Logarithmic scale

    

392392



18/22

Client : JICA Ech. 18
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 06 6,00-6,45
Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 27,13 24,56 25,39 24,39 24,48 14,71 14,76
Dry weight + Tare (g) 23,63 21,08 21,94 20,93 20,97 14,57 14,61
Tare (g) 16,09 13,64 14,63 13,66 13,66 13,64 13,62
Water weight (g) 3,50 3,48 3,45 3,46 3,51 0,14 0,15
Net dry weight (g) 7,54 7,44 7,31 7,27 7,31 0,93 0,99
Moisture content (%) 46,4 46,8 47,2 47,6 48,0 15,1 15,2

47,20%

15,10%

32,10

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI
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Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 19
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 06 7,50-7,95 m

Nature : -----

Number of blows 34 29 24 19 15

Wet weight + Tare (g) 28,46 28,49 28,39 24,86 26,53 14,85 13,82
Dry weight + Tare (g) 25,92 25,91 25,87 22,35 23,91 14,73 13,69
Tare (g) 15,20 15,10 16,29 12,95 14,26 13,94 12,83
Water weight (g) 2,54 2,58 2,52 2,51 2,62 0,12 0,13
Net dry weight (g) 10,72 10,81 9,58 9,40 9,65 0,79 0,86
Moisture content (%) 23,7 23,9 26,3 26,7 27,2 15,2 15,1

25,54%

15,15%

10,39

Date :
3rd August 2021

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI
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Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 20
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 06 9,00-9,45
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 30,68 28,84 26,35 27,12 27,01 17,02 17,43
Dry weight + Tare (g) 27,83 25,98 23,45 24,24 24,14 16,88 17,28
Tare (g) 17,08 15,35 12,83 13,84 13,94 15,95 16,29
Water weight (g) 2,85 2,86 2,90 2,88 2,87 0,14 0,15
Net dry weight (g) 10,75 10,63 10,62 10,40 10,20 0,93 0,99
Moisture content (%) 26,5 26,9 27,3 27,7 28,1 15,1 15,2

27,31%

15,10%

12,21

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT
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Numbr of blows
Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 21
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 06 10,00-10,95
Nature : -----

Number of blows 35 31 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 24,19 22,58 24,67 22,12 25,13
Dry weight + Tare (g) 22,94 21,34 23,44 20,91 23,90
Tare (g) 14,20 12,85 15,18 12,95 15,96
Water weight (g) 1,25 1,24 1,23 1,21 1,23
Net dry weight (g) 8,74 8,49 8,26 7,96 7,94
Moisture content (%) 14,3 14,6 14,9 15,2 15,5

14,90%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT

14,2

14,4

14,6

14,8

15,0

15,2

15,4

15,6

15,8

10 100

M
o

is
tu

re
 c

o
n

te
n

t 
%

Numbr of blows
Logarithmic scale
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Client : JICA Ech. 22
Projet : MATADI PORT /SCTP
Site adress: MATADI PORT /SCTP

Borehole : BH 06 12,00-12,45
Nature : -----

Number of blows 35 30 25 20 15

Wet weight + Tare (g) 23,56 26,78 24,73 22,91 22,93
Dry weight + Tare (g) 22,32 25,53 23,50 21,70 21,71
Tare (g) 13,77 17,08 15,35 13,84 13,94
Water weight (g) 1,24 1,25 1,23 1,21 1,22
Net dry weight (g) 8,55 8,45 8,15 7,86 7,77
Moisture content (%) 14,5 14,8 15,1 15,4 15,7

15,10%

N.A

N.A

Date :
3rd August 2021

PLASTICITY LIMIT :
PLASTICITY INDEX :

Performed by : Checked by :
Guy KADIMBA Patience KIANGEBENI

LIQUIDITY LIMIT :

UUNIVERSITY OF KINSHASA

PPOLYTECHNIC FACULTY
CIVIL ENGINEERING DEPARTMENT
CIVIL ENGINEERING LABORATORY

ATTERBERG LIMITS
LIQUIDITY - PLASTICITY

Depth BGL (m):
Reicived at lab : 19/07/2021

LIQUIDITY LIMIT PLASTICITY LIMIT
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Logarithmic scale
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